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平成27年12月末現在の
人口の動き

●人口　 14,237人（前月比−44人） 男 7,108人（−30人） ●外国人人口 81人（前月比＋2人）男 39人（＋1人）女 42人（＋1人）
　（外国籍除く） 　（前年比＋4人） 女 7,129人（−14人） ●世帯数 4,524世帯（外国人のみの世帯含む）

　寒さの到来が遅くなった今冬でしたが、１月半ばの
降雪とともに、弁天潟で羽を休める白鳥が増えました。
　白鳥の見ごろは２月中頃までとなる見込みです。

今冬も弁天潟に白鳥が訪れて
います
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「
ネ
ッ
ト
接
続
可
能
機
器
」所
持・使
用
に

　
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
と
分
析

　

携
帯
ゲ
ー
ム
機
所
持
率
（
図
表
①
）
は
、
５

歳
児
か
ら
徐
々
に
増
加
し
小
５
で
ピ
ー
ク
と
な

り
ま
す
。
そ
の
後
、
減
少
傾
向
に
な
り
ま
す
が
、

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
以
下
、
音
楽
Ｐ
）、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス
マ
ホ
）
へ
切
り
替
わ

っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
携
帯
ゲ
ー
ム
機

で
も
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
※
１

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
す
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
、
動
画
視

聴
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

音
楽
Ｐ
・
ス
マ
ホ
所
持
率
（
図
表
②
）
は
、

小
学
校
高
学
年
か
ら
増
加
し
、
中
１
で
急
増
し

ま
す
。
音
楽
Ｐ
で
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
※
２

も
含
め
、
ス
マ
ホ
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
こ
と

が
可
能
な
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
音
楽
Ｐ
・
ス
マ
ホ
の
所
持
率
に

関
す
る
保
護
者
・
児
童
生
徒
双
方
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
（
図
表
③
、
次
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
保
護
者

と
児
童
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
数
値
が
一
致
し

ま
せ
ん
。
保
護
者
よ
り
も
児
童
生
徒
の
方
が
所

持
し
て
い
る
と
い
う
回
答
が
多
い
こ
と
か
ら
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
大
変
便
利
で
す
が
、
使
い
方
を
誤
る
と

日
常
生
活
に
支
障
が
出
た
り
、
友
人
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
被
害
者
と
な
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
、

本
人
に
は
そ
の
つ
も
り
が
な
い
の
に
、
結
果
的
に
誰
か
を
攻
撃

し
て
し
ま
う
な
ど
の
加
害
者
に
な
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
の
実
態
を
把
握
し
、
対
応
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
こ
ど
も

園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
子
ど
も
・
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
調
査
対
象
者
】

　
〈
保
護
者
〉

　
　

５
歳
児
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

　
　

全
保
護
者　
　

１
３
５
９
名

　
　

回
答
率　

６
６
・
８
％　

　
　
（
９
０
８
名
／
１
３
５
９
名
）

　
〈
児
童
生
徒
〉

　
　

小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

　
　

全
児
童
・
生
徒　

９
５
８
名

　
　

回
答
率　

９
５
・
７
％　

　
　
（
９
１
７
名
／　

９
５
８
名
）

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

　

＊
保　

は
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果　

　
　

児
生　

は
児
童
・
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

携帯ゲーム機所持率
100%

80%

60%

40%

20%

0%
中3
64%
58%

中2
63%
66%

中1
84%
85%

小6
76%
81%

小5
86%
81%

小4
82%
76%

小3
76%
78%

小2
68%

小1
56%

5歳
26%保 　

児・生

音楽プレーヤー・スマートフォン所持率（保）
60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
中3
55%
30%

中2
41%
25%

中1
49%
12%

小6
20%
13%

小5
6%
7%

小4
1%
4%

小3
2%
2%

小2
0%
6%

小1
0%
2%

5歳
1%
4%

音楽P
スマホ

特   集

図表②

図表①

みんなで
　考えよう

聖
籠
町
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学
校

１　
ネ
ッ
ト
接
続
可
能
機
器
の
所
持
率
に
つ
い
て
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ゲ
ー
ム
機
に
は
、
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
※
４

機
能
（
使
用
制
限
機
能
）
が
付
い
て
い

ま
す
。
保
護
者
に
よ
る
携
帯
ゲ
ー
ム
機
の
使
用

制
限
（
図
表
⑤
）
に
よ
る
と
、
小
学
校
高
学
年

か
ら
徐
々
に
使
用
制
限
機
能
の
利
用
が
減
り
、

小
６
か
ら
中
学
生
は
30
～
40
％
台
の
利
用
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
制
限
を
行
っ
て
い
な
い
と
、
有
害
サ
イ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
有
害
な
動
画
視
聴
、
有
料

ソ
フ
ト
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
年
齢
が
上
が
っ
て
か
ら
使
用
制
限
を
持

ち
出
し
て
も
子
ど
も
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
ま

せ
ん
。

　

ゲ
ー
ム
機
と
の
出
会
い
の
時
期
に
使
用
制
限

機
能
を
利
用
し
て
お
く
こ
と
で
、
年
齢
が
上
が

っ
て
も
ル
ー
ル
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
園
・
小
学
校
低
学
年
の
う
ち
に
使
用
制

限
機
能
の
利
用
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

ネ
ッ
ト
接
続
機
器
の
利
用
の
ル
ー
ル
（
図
表

⑥
、
次
ペ
ー
ジ
）
に
つ
い
て
は
、
約
80
％
の
保

護
者
は
ル
ー
ル
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
が
知
ら
な
い
状
況
で
所
持
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

音
楽
Ｐ
・
ス
マ
ホ
の
所
持
率
の
合
計
と
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
利
用
（
図
表
④
）
に
よ
る
と
、
所
持
率
の

合
計
は
、
小
６
で
46
％
、
中
３
で
85
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
児
童
生
徒
は
、
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
※
３

環
境
下
で
様
々
な
機
能
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動

画
視
聴
な
ど
）
の
利
用
が
可
能
で
す
。
所
持
率

と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
利
用
率
の
相
関
が
強
く
見
ら
れ
ま

す
。

※１　無線ＬＡＮ
　電波を用いた一定範囲での情報
通信網。これを用いて、パソコン
からプリンタやインターネットへ
の無線接続が可能となる。

※２　ＳＮＳ
　エス・エヌ・エス。ソーシャ
ル・ネットワーキング・サービス

（Social Networking Service）の

略。インターネットを通じて特定
（または不特定）の人と文字や画
像などの双方向でのやりとりがで
きる情報媒体。
　Twitter、Facebook、LINE な
どが有名。

※３　Ｗｉ‐Ｆｉ
　無線ＬＡＮの規格の一つ。

※４　ペアレンタルコントロール
　　　（英：Parental controls）
　子どもによるパソコンや携帯電
話などの情報通信機器の利用を親
が監視して制限すること。親が不
適切なホームページの閲覧制限
や、ダウンロードの制限を行うこ
とも含まれる。

音楽 P・スマホ所持率の合計
90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
中3
84%
85%

中2
66%
79%

中1
61%
77%

小6
32%
46%

小5
13%
23%

小4
5%
13%

小3
3%
12%

小2
6%

小1
2%

5歳
6%保　

児生

音楽P・スマホ所持率の合計とLINE利用（児生）
90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
中3
85%
62%

中2
79%
59%

中1
77%
53%

小6
46%
24%

小5
23%
18%

小4
13%
8%

小3
12％
11%

合計
LINE

携帯ゲーム機の使用制限（保）

■している　■知っているがしていない　■機能を知らない　■未所持または未回答

0%　　　　　　20%　　　　　　40%　　　　　　60%　　　　　　80%　　　　　 100%

5歳

小1

小2

小3

小4

小5

小6

中1

中2

中3

27% 12% 11% 62%

34% 36% 5% 30%

40% 32% 13% 28%

35% 47% 10% 18%

42% 36% 6% 22%

55% 25% 9% 21%

47% 18% 11% 35%

54% 12% 8% 34%

42% 19% 9% 39%

35% 20% 5% 45%

「ネット接続可能機器」所持・使用に
関するアンケート調査結果と分析特 集

図表⑤

図表③

図表④

２　
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
保
護
者
に
よ
る
使
用
制
限
機
能
）

　
　
お
よ
び
使
用
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
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早
急
な
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
お
よ

び
不
適
切
ま
た
は
違
法
な
使
用
に

関
す
る
こ
と

○
ネ
ッ
ト
い
じ
め
、
個
人
情
報
流
失

○
有
害
動
画
な
ど
の
視
聴

○
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
な
ど
の
架
空

請
求
被
害

○
保
護
者
名
義
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
使
用

○
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
な
ど
で
の

買
い
物
に
伴
う
代
金
詐
取

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
上
で
の
金
銭

の
浪
費

○
誘
い
出
し
、
脅
迫
な
ど
の
犯
罪
被

害
防
止

○
社
会
に
不
安
を
与
え
る
犯
行
予
告

の
書
き
込
み

○
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な
ど
の
違
法
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

○
動
画
、写
真
、音
楽
な
ど
の
違
法
な

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
と
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

２
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
に
関
す
る

こ
と
（
ゲ
ー
ム
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

長
時
間
使
用
に
よ
る
日
常
生
活
へ

の
悪
影
響
）

○
睡
眠
不
足
、
視
力
低
下
、
学
力
へ

の
影
響

○
ネ
ッ
ト
い
じ
め
防
御
の
た
め
の
精

神
的
ス
ト
レ
ス

し
か
し
、
児
童
生
徒
で
、
ル
ー
ル
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
の
は
50
～
60
％
台
で
す
。
保
護
者

と
児
童
生
徒
の
認
識
の
差
が
大
き
く
、
家
庭
内

で
の
ル
ー
ル
の
再
確
認
が
必
要
で
す
。

　

ル
ー
ル
の
内
容
（
図
表
⑦
）
に
つ
い
て
、
使

用
時
間
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
学
年
差
が
な
く
約

40
％
台
で
す
。
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
の
所
持
率
が

高
く
な
る
中
学
生
の
平
均
は
ど
の
項
目
も
全
体

の
平
均
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
料
金
に
関

す
る
ル
ー
ル
は
47
％
と
一
番
高
く
、
ネ
ッ
ト
利

用
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
16
％
と
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
、
家
庭
内
で
の

ル
ー
ル
作
り
が
必
要
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
有
無
（
図
表
⑧
）
に
よ

る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
に
何
ら
か
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
い
う
保
護
者
と
児
童
生

徒
の
認
識
の
差
が
中
１
・
中
２
を
除
く
学
年
で

大
き
く
、
合
計
値
で
２
倍
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
も
保
護
者
に
は
伝
え
て
い

な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
の
内
訳
は
、
図
表
⑨
の
と
お
り
で

す
。

機器使用のルールの割合（保）
50%

40%

30%

20%

10%

0%
その他
6%
6%

時間
41%
43%

料金
31%
47%

ネット利用
12%
16%

持ち運び
14%
17%

破ったとき
20%
22%

■全体
■中学

トラブルの内訳
0%　 10%　 20%　 30%　 40%　 50%　 60%　 70%　 80%　 90%　100%

保

児生

■悪口などの書き込み　■個人情報の掲載　■お金　■その他

67% 17% 11% 5%

49% 17% 17% 17%

ネット接続機器の利用のルールがある割合（保）
100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%
中3
81%
56%

中2
84%
62%

中1
81%
68%

小6
81%
63%

小5
74%
63%

小4
74%
73%

小3
82%
67%

小2
70%

小1
83%

5歳
78%保　

児生

ネットトラブルの有無
10%

　

　

5%

　

　

0%
中3
1%
3%

中2
6%
5%

中1
4%
2%

小6
4%
6%

小5
3%
4%

小4
1%
2%

小3
0%
7%

小2
0%

小1
0%

5歳
0%保　

児生

「ネット接続可能機器」所持・使用に
関するアンケート調査結果と分析特 集

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
】

図表⑥図表⑧

図表⑦図表⑨

３　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
の

　
　
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
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児
童
や
生
徒
の
ゲ
ー
ム
時
間
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
回
答
（
図
表
⑩
）
と
児
童
生
徒
の
回

答
（
図
表
⑪
）
に
差
が
見
ら
れ
ま
す
。
保
護
者

の
方
が
児
童
生
徒
よ
り
短
い
時
間
だ
と
捉
え
て

お
り
、
保
護
者
が
承
知
し
て
い
な
い
場
所
で
児

童
・
生
徒
が
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
全
体
で
約
14
％
が
３
時
間
以
上

ゲ
―
ム
を
し
て
い
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
お

り
、
ゲ
ー
ム
依
存
に
よ
る
生
活
習
慣
の
乱
れ
が

心
配
で
す
。

　

な
お
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
に
関
す
る
資
料

は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時

間
に
つ
い
て
も
ゲ
ー
ム
と
同
様
に
保
護
者
と
児

童
生
徒
の
認
識
に
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

中
学
生
に
な
る
と
、
ゲ
ー
ム
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

利
用
率
が
高
く
な
り
、
中
学
生
の
約
半
数
が
１

時
間
以
上
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
費
や
し
て
い
ま
す
。
ゲ

ー
ム
と
同
様
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
依
存
症
に
よ
る
生
活
習

慣
の
乱
れ
が
心
配
で
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
12
年
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
委
員
会
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
策
部
会
を
設

け
、
右
の
早
急
な
対
策
が
必
要
な
事
項

に
対
し
、
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
中
に
各
小
中
学
校
で
保
護
者

向
け
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
・
保
護
者
の
代
表
、
教
職
員
の
代

表
で
組
織
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
応
策
検
討
会

議
を
発
足
さ
せ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ

ラ
ル
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
学
校
で

も
指
導
を
充
実
さ
せ
ま
す
が
、
家
庭
に

お
い
て
も
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
が

重
要
で
す
。
保
護
者
が
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
、
学
校
で
の
指
導
と
同
じ
ス

タ
ン
ス
で
子
ど
も
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
教
育
委
員
会
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
で
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　　ゲーム時間（児生）※未回答を除いた割合

■全くしない　■1時間未満　■1～2時間　■2～3時間　■3～4時間　■4時間以上

0%　 10%　 20%　 30%　 40%　 50%　 60%　 70%　 80%　 90%　100%

小3

小4

小5

小6

中1

中2

中3

全体

14% 36% 20% 18% 6% 6%

14% 29% 24% 18% 7% 7%

24% 27% 24% 12% 7% 5%

18% 35% 26% 11% 4% 5%

7% 18% 34% 23% 9% 8%

14% 31% 23% 6% 8%19%

9% 29% 21% 23% 10% 8%

13% 28% 24% 22% 8% 5%

　ゲーム時間（保）※未回答を除いた割合

■全くしない　■1時間未満　■1～2時間　■2～3時間　■3～4時間　■4時間以上

0%　 10%　 20%　 30%　 40%　 50%　 60%　 70%　 80%　 90%　100%

5歳

小1

小2

小3

小4

小5

小6

中1

中2

中3

38% 43% 13% 3%2%2%

17% 35% 21% 13% 5% 8%

17% 43% 22% 13% 5% 0%

9% 39% 31% 14% 5% 1%

6% 42% 27% 21% 3% 1%

10% 35% 36% 13% 3% 2%

16% 42% 26% 10% 6% 1%

12% 53% 21% 4%1%9%

19% 49% 21% 10% 2%0%

16% 56% 23% 4% 0%

「ネット接続可能機器」所持・使用に
関するアンケート調査結果と分析特 集

今
後
の
対
策

〈
こ
ど
も
園
〉

○　

子
ど
も
が
行
う
ゲ
ー
ム
は
一
緒
に

し
て
、
ど
う
い
う
も
の
か
親
も
楽
し
む
。

禁
止
し
て
隠
れ
て
ゲ
ー
ム
を
し
な
い
よ

う
な
環
境
を
作
る
よ
う
に
す
る
。

〈
小
学
校
〉

○　

子
ど
も
自
身
へ
の
指
導
も
必
要
だ
が
、

保
護
者
へ
の
意
識
付
け
、
啓
発
活
動
が

大
切
で
あ
る
と
思
う
。

〈
中
学
校
〉

○　

大
人
さ
え
正
し
い
知
識
が
な
い
場
合

が
ほ
と
ん
ど
。
精
神
的
に
成
長
し
き
っ

て
い
な
い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
何
の

説
明
も
な
く
使
い
こ
な
せ
る
と
は
思
わ

な
い
。
子
ど
も
た
ち
を
守
る
に
は
、
こ

う
い
っ
た
刺
激
を
制
限
す
る
必
要
性
を

感
じ
る
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
自
由
記
述
で

は
、
子
ど
も
に
対
す
る
ゲ
ー
ム
機
所
持
に

関
す
る
規
制
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
利
用
に
関
す
る
指
導
を
学
校
に
求
め

る
要
望
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
保

護
者
に
対
す
る
啓
発
や
、
保
護
者
か
ら
子

ど
も
へ
の
指
導
が
重
要
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

お問い合わせ

町教育委員会
子ども教育課

☎ 27-2111
（内線 304）

図表⑩図表⑪

４　
利
用
時
間
に
つ
い
て

５　
保
護
者
自
由
記
述
よ
り



広報聖籠 H28.2　6

税
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く
！
平
成
27
年
分
所
得
税
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
・
消
費
税
申
告　
の
ご
案
内

　申告期間中、会場では多く

の方がおいでになります。イ

ンフルエンザなどの予防のた

め、会場内ではマスクの着用

をおすすめします。

　

平
成
27
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受
付
は
、

2
月
16
日（
火
）か
ら
3
月
15
日（
火
）

ま
で
で
す
。
還
付
申
告
は
、
確
定
申

告
期
間
前
で
も
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
分
の
個
人
事
業

者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税
は
、
3

月
31
日
（
木
）
が
申
告
・
納
付
の
期

限
で
す
。

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な

ど
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自

動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
、
消
費
税
の

申
告
書
や
青
色
決
算
書
な
ど
を
作
成

で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
作

成
し
た
デ
ー
タ
は
、ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
（
電

子
申
告
）
を
利
用
し
て
提
出
で
き
る

ほ
か
、
印
刷
し
た
書
面
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

おねがい

復興特別所得税について

　平成 25 年分から平成 49 年分までの各
年分については、所得税とあわせて復興
特別所得税の申告および納付をすること
とされています。
　復興特別所得税の額は、各年分の基準
所得税額（原則として、その年分の所得
税額）に 2.1％の税率をかけて計算した金
額です。
　確定申告書への復興特別所得税額の記
載漏れにご注意ください。

収入がない方の住民税申告と
所得証明書などについて

　所得証明書などの発行が必要となる場
合は収入がない方でも住民税申告が必要
になります。
　また、次のような場合にも、収入がな
い旨の住民税申告が必要となる場合があ
りますのでご注意ください。

　国民健康保険税や後期高齢者医療保
険料の軽減、介護保険料の算定、障害
基礎年金支給額の算定、国民年金保険
料の免除、児童手当の受給　など

公的年金等受給者の
確定申告不要制度について

【公的年金などを受給されている方へ】

　平成 23 年分以後の各年分において、公
的年金などの収入金額の合計額が 400 万
円以下であり、かつ、公的年金などに関
する雑所得以外の所得金額が 20 万円以下
である場合には、所得税の確定申告は必
要ありません。
　なお、平成 27 年分以後は、外国の制度
に基づき国外において支払われている年
金など、源泉徴収の対象とならない公的
年金などを受給されている場合は、この
制度は適用されないこととなりました。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合
わせください。

【ご注意】

・所得税の確定申告が必要なくても、
住民税の申告が必要な場合があります。

・所得税の還付を受けるためには、確定
申告をする必要があります。

・次のような確定申告書の提出が要件と
なっている控除の適用を受ける場合に
は、確定申告が必要になります。

純損失や雑損失の繰越控除、医療費
控除　など
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会場の混雑緩和のため、
集落ごとの日程を
次のとおり設定しました
　次の日程で都合のつかない方は、申告期間中いつで
も申告ができますので、期限内に申告してください。
　また、税務署から申告書用紙が送付されている方
は、必ずその用紙をお持ちになって、ご来場をお願い
します。

確定申告に関するお問い合わせ
新発田税務署　☎ 0254－22－3161（代表）または　役場税務財政課 税務係（内線143）

月・日・曜日 時間 対　　象　　集　　落
2月16日（火）～
17日（水）

午前 農業所得や小規模な営業所得
などのある方（全集落）午後

2月18日（木） 午前 四ツ屋・道賀新田・上大谷内
午後 真　野

2月19日（金） 午前 丸　潟・桃　山
午後 山倉・苔沼・中の橋

2月22日（月） 午前 本諏訪山・山諏訪山
午後 本大夫・山大夫

2月23日（火）
午前 山大夫・本三賀・山三賀

午後 尾沢ヶ丘・外畑・稲の平
・ひばりが丘

2月24日（水） 午前 二本松・聖中ヶ丘午後

2月25日（木） 午前 同　上
午後 杉谷内・八幡・東山・旭ヶ丘

2月26日（金） 午前 同　上
午後 蓮　野

2月29日（月） 午前 正　庵・藤　寄午後

3月1日（火） 午前 藤 寄・大夫興野
午後 甚兵衛橋・別 條

3月2日（水） 午前  蓮　潟午後

3月3日（木） 午前 蓮潟・蓮潟新田午後

3月4日（金） 午前 網代浜午後

3月7日（月） 午前 網代浜・亀　塚午後

3月8日（火） 午前  亀　塚午後

3月9日（水） 午前  次第浜・汐美台午後

3月10日（木） 午前 同　上
午後

3月11日（金）
　～15日（火）※

午前 上記に申告できない方午後

申告書は、
　　自分で書いてお早めに
　医療費の集計や、農業所得の収支計算内訳書な
どは、申告・相談の前に各自で計算されてからお
いでください。

役場申告会場
　日時　2 月 16 日（火）～ 3 月 15 日（火）
　　　　（土、日曜日を除く）
　　　　午前 8 時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　午後 1 時 00 分～ 4 時 30 分
　会場　１階会議室

税務署申告会場
　日時　2 月 16 日（火）～ 3 月 15 日（火）
　　　　（土、日曜日を除く）
　　　　午前 9 時 00 分～午後 4 時 00 分
　会場　新発田市カルチャーセンター
　　　　新発田市本町 4-16-83
　　　　（新発田中央公園内）

※この期間、新発田税務署庁舎では申告相談
は行っておりません。

※作成済の確定申告書は、e-Taxによる送信
（電子申告）、郵便や信書便による送付、ま
たは新発田税務署の時間外収受箱への投函
により提出できます。

　次の方は、税務署申告会場（新発田市カルチャ
ーセンター）での申告をお願いします。
・住宅ローン控除（初年度）を受ける方
・譲渡所得や先物取引にかかる雑所得のある方
・消費税申告で簡易課税制度を選択していない方

税務財政課
エレベーター

納税
対策室

監査
委員室

ロビー

トイレトイレ
階段階段→

←←

階
段
階
段
↑

↑

↓

↓

↓

↓

階
段
階
段

女　男農業委員会

1階

産業観光課

町民課

相談室

正面玄関

中央玄関

会計室

食堂
用務員室

宿直室

東口
玄関

会場

　※ 土・日曜日を除く
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日
頃
か
ら
ご
み
の
分
別
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

生
ご
み
分
別
や
資
源
ご
み
分
別

な
ど
の
皆
さ
ま
の
日
頃
の
ご
協
力

に
よ
り
、
家
庭
か
ら
の
可
燃
ご
み

を
２
割
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
の
ご
み
収

集
実
績
や
、
昨
年
６
月
に
全
区
長

と
廃
棄
物
減
量
化
推
進
員
（
各
集

落
の
組
長
・
班
長
）
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏

ま
え
、
一
層
の
生
ご
み
や
資
源
ご

み
の
分
別
を
推
進
す
る
た
め
に
、

４
月
か
ら
３
つ
の
変
更
を
行
い
ま

す
。

　

直
接
収
集
容
器
に
生
ご
み
を
捨

て
る
従
来
の
方
法
に
加
え
、「
生

ご
み
専
用
袋
」
に
生
ご
み
を
入
れ

て
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
生
ご
み
専
用
袋
」
は
、
自
然

界
の
微
生
物
に
分
解
さ
れ
、
生
ご

み
同
様
に
堆
肥
化
さ
れ
る
特
殊
な

素
材
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
収
集
容
器
に
そ
の
ま
ま
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
ご
み
専
用
袋
は
、
町
内
の
ご

み
袋
販
売
店
に
て
４
月
か
ら
20
枚

１
セ
ッ
ト
１
０
０
円
で
販
売
し
ま

す
。
ま
た
、「
お
た
め
し
版
」
と

し
て
、
今
年
３
月
の
「
可
燃
ご
み

指
定
袋
」
の
配
布
時
に
各
世
帯
に

10
枚
ず
つ
お
配
り
し
ま
す
。

　

生
ご
み
分
別
は
「
運
ぶ
時
に
手

が
汚
れ
る
か
ら
面
倒
」「
そ
の
ま

ま
だ
と
家
で
保
管
し
に
く
い
」
な

ど
の
ご
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多

く
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、こ
の「
生

ご
み
専
用
袋
」
を
使
う
こ
と
で
そ

う
い
っ
た
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
積
極
的
な

ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
生
ご
み
」
の
収
集
日
が
左
表

の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
４
～
10
月
の
生
ご
み

収
集
状
況
に
よ
る
と
、
生
ご
み
は

可
燃
ご
み
収
集
日
に
多
く
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
生
ご
み

が
多
く
出
さ
れ
る
月
・
水
・
金
の

み
収
集
を
行
う
よ
う
変
更
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
生
ご
み
分
別
収
集
開

始
前
後
で
ご
家
庭
か
ら
の
可
燃
ご

み
が
約
２
割
減
っ
た
こ
と
と
、
よ

り
一
層
の
ご
み
分
別
の
徹
底
を
お

願
い
す
る
た
め
に
、
ご
家
庭
に
お

配
り
す
る
ご
み
袋
を
次
回
配
布

（
３
月
）
分
か
ら
約
２
割
減
ら
し

て
お
配
り
し
ま
す
。

　

生
ご
み
や
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
や
古
紙
類
な
ど
、
資
源
に
な

る
も
の
が
分
別
さ
れ
ず
に
可
燃
ご

み
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
源
の
ム
ダ
を
減
ら
す
た
め
、
今

ま
で
以
上
の
分
別
徹
底
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
変
わ
る
」
ポ
イ
ン
ト　
１

　
生
ご
み
収
集
に
「
生
ご
み
専

用
袋
」
を
導
入
し
ま
す
！

「
変
わ
る
」
ポ
イ
ン
ト　
２

　
生
ご
み
の
収
集
回
数
が
変
わ

り
ま
す
！

「
変
わ
る
」
ポ
イ
ン
ト　
３

　
可
燃
ご
み
指
定
袋
の
配
布
枚

数
が
２
割
減
り
ま
す
！

  
お
問
い
合
わ
せ

  
役
場
生
活
環
境
課 

環
境
推
進
係
（
内
線
２
８
１・２
８
３
）

４月から
ごみの出し方が

　　　変わります

生ごみ専用袋なら

袋に入れたまま

捨ててOK!

従来どおり

そのまま

捨ててもOK!

年間配布枚数（大小合計）
世帯人数 変更前 変更後
１人 100枚 80枚
２～３人 130枚 100枚
４～５人 170枚 140枚
６～７人 200枚 160枚
８人以上 220枚 180枚

4月～ 10月 11月～ 3月

今まで
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金
● ● ● ● ● ● ● ●

４月
から

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金
● ● ● ● ● ●

生ごみ専用袋
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Ａ
．

①　

紛
失
し
た
場
所
は
家
の
中
、
家
の
外
の
ど

こ
で
す
か
？

 

家
の
中 

　

も
う
一
度
探
し
て
み
て
、
無
い
よ
う
で

し
た
ら
町
民
課
に
紛
失
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。

 

家
の
外 

　

町
民
課
に
紛
失
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
カ
ー
ド
の
再
発
行
を
希
望
す
る
場

合
は
、
ま
ず
警
察
に
遺
失
届
を
出
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
受
理
番
号
を
控
え
た
う
え

で
、
町
民
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

た
だ
ち
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
︲
７
８
３
︲
５
７
８
）
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
24
時
間
対
応
し
て

い
ま
す
。

②　

本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
に
な
り
、
町
民

課
窓
口
で
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
再
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
カ

ー
ド
の
交
付
ま
で
に
２
カ
月
程
度
要
し
ま
す
。

再
交
付
手
数
料

・
通
知
カ
ー
ド　
　
　
　

５
０
０
円

・
個
人
番
号
カ
ー
ド　
　

８
０
０
円

（
電
子
証
明
機
能
付　

１
０
０
０
円
）

※　
取
り
急
ぎ
個
人
番
号
を
知
り
た
い
場

合
は「
個
人
番
号
入
り
住
民
票
の
写
し
」

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．

　

カ
ー
ド
の
取
得
は
強
制
（
義
務
）
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
申
請
す
る
・
し
な
い
」
は
各

自
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
を
希

望
す
る
場
合
は
、
通
知
カ
ー
ド
送
付
時
に
同

封
さ
れ
た
申
請
書
に
写
真
を
貼
付
の
う
え
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

郵
送
以
外
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
せ
い
ろ
う
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ａ
．

　

引
越
し
な
ど
で
転
入
（
転
居
）
届
を
提
出

す
る
際
、
町
民
課
に
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
町
民
課
で
追
記
欄
（
裏
面
）
に
変

更
後
の
内
容
を
記
載
し
ま
す
。

※　

署
名
用
電
子
証
明
書
に
は
住
民
票
の
基
本

４
情
報（
氏
名
、住
所
、生
年
月
日
、性
別
）が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
再
申
請
が
必
要
で
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
が
各
世
帯
に
送
付
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
す
。

　

今
月
は
、
よ
く
あ
る
質
問
を
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お問い合わせ

役場町民課　
町民サービス係

☎２７－２１１１
（内線１１２）

個人番号カード

通知カード

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

疑
問
に
お
答
え
し
ま
すＱ

．
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
は

　
　
必
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

Ｑ
．
住
所
地
な
ど
、
記
載
内
容
に
変
更
が

　
　
あ
っ
た
と
き
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き

　
　
が
必
要
で
す
か
？

Ｑ
．
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

聖
籠
町
で
は
、
10
月
28
日
か

ら
住
民
票
の
世
帯
へ
簡
易
書
留

郵
便
で
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
送

付
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
あ
て
先
な
し
の
理
由

な
ど
で
郵
便
局
か
ら
戻
さ
れ
た

「
通
知
カ
ー
ド
」
を
聖
籠
町
役

場
町
民
課
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
役
場
で
一
定

期
間
（
３
カ
月
間
程
度
）
保
管

し
た
後
に
廃
棄
処
分
と
な
り
ま

す
の
で
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
受

領
し
て
い
な
い
方
は
、
本
人
確

認
書
類
を
持
参
の
う
え
、
役
場

町
民
課
窓
口
で
受
領
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
廃
棄
処
分
さ
れ
ま
す
と
、
そ

の
後
に
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
交

付
を
希
望
し
た
場
合
は
、
再
交

付
申
請
が
必
要
に
な
り
、
再
交

付
手
数
料
と
し
て
５
０
０
円
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
が

　
届
い
て
い
な
い
方
へ
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プリペイドカード（電子マネー）
で支払わせる詐欺にご注意！

消 費 生 活消 費 生 活

お問い合わせ
役場町民課

消費生活センター
☎︎２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

64
2月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

12月相談受付情報
月 件数 主な相談内容

12月 4 件
訪問購入
架空請求（メール）
オークショントラブル

【事例1】有料サイトの支払をプリペイドカードで払った 　
　スマートフォンに有料サイトの料金を請求するメールが届いたの
で心配になり、業者に電話した。すると業者から「50万円の未納
料金がある。今日中に払わないと裁判になる」とおどされ、業者に
言われたとおりコンビニでプリペイドカードを 50万円分買い、カ
ードの番号が見えるようにファックスした。� （相談者：20歳代、男性）

【事例2】アダルトサイト料を支払うためプリペイドカードの写真を撮
ってメールした
　突然携帯電話に「アダルトサイト情報料未納」というメールが
届いた。心当たりがないが電話したら、弁護士と称する人が出て、
30万円請求された。指示されるままコンビニへ行き、店頭で販売
されていたプリペイドカードを 30万円分買い、携帯でその写真を
撮ってメールで送った。しかしその後も「示談金が必要だ」と次々
と支払いを求められ、そのたびにあちこちのコンビニでプリペイド
カードを買い、その写真を撮ってメールで送り、総額約 300 万円
支払った。� （相談者：40歳代、男性）

【アドバイス】
・覚えのない請求は無視する。相手に連絡しない
・他人からプリペイドカードを買って支払うよう指示されたら詐欺

を疑い、すぐには従わない
・プリペイドカード番号を伝えてトラブルになった場合は、早急に

プリペイドカードの発行会社に連絡する
・不安に思ったり、トラブルに遭った場合は、すぐに相談する

＊詐欺に悪用されているプ
リペイドカードとは？
　一般の商品券や IC カ
ードと違い、カードが手
元になくてもカードに記
載されている番号を使用
します。そのためカード
番号を相手に伝えること
は、カード分の現金を相
手にすべて渡してしまう
ことと同じです。いった
ん相手に伝えた情報は取
り戻すことが困難です。

プリペイドカード　の販売イメージ図

　最近、架空請求やアダルトサイトのワンクリック請求の

支払いに、コンビニでプリペイドカードを買わせて支払わ

せる被害が増えています。
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交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係
☎27−2111（内線 284）

交 通
安 全
vol.165

今日も一日交通安全

区分
年

12月 1月〜 12月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成27年 2 0 2 31 1 38
平成26年 5 0 7 36 1 51
増　減 -3 0 -5 -5 0 -13

２月の予定（交通安全劇・防犯劇）

冬の交通安全運動期間中に実施しました

蓮潟こども園神田園長からのメッセージ

町の交通事故発生状況

こども園に聖籠町の交通レンジャーがやってくる
ので見に来てね。

2月16日（火）蓮潟こども園
（午前9時30分～10時30分）
2月18日（木）亀代こども園
（午前9時50分～10時50分）
2月23日（火）蓮野こども園
（午前9時30分～10時30分）

子どもの命、「まずは親が守りましょう。」

次に「自分の命は自分で守りましょう」

今度は「人の命を守ってやりましょう」

こんな大人になるといいな～といつも思っています！

目指せ交通事故死亡者ゼロ！
交通安全祈願・出初式が開催されました
　聖籠町内における平成 27 年の交通事故発生件数は 31 件で前年より 5 件減少、
負傷者数は 38 人で前年より 13 人減少、死者数は前年と同じ１人でした。
　平成 28 年も決意を新たに交通安全運動に取り組み、交通事故での死者がいな
くなることを祈り、1 月 8 日（金）に新発田市カルチャーセンターで新発田地区
の交通安全関係機関・団体の交通安全祈願・出初式、そして交通安全指導員によ
る規律訓練が行われました。
　今年も町の交通安全のために新発田地区交通安全協会聖籠支部・町交通安全母
の会・町交通安全指導員が警察と連携を密にとり、交通事故死亡者ゼロを目指し
て呼びかけます。 規律訓練を行う交通安全指導員

交通安全祈願

飲酒運転根絶の啓発活動

街頭指導（聖籠町役場入口交差点）

飲酒運転根絶！

ご協力お願いします！

は～い！気をつけます！

（保護者と園児）

雨も滑りやすいから

歩くときは気をつけて

横断してね！

（渡邊町長）　

平成27年12月11日（金）〜 12月20日（日）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

平
成
27
年
12
月
15
日
（
火
）

■
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
開
催

　
特
別
職
の
給
料
な
ど
の
引
き
上
げ

を
答
申

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
（
森
猛
義

会
長
）
が
12
月
15
日
（
火
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
町
長
な
ど
特
別
職

の
給
料
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
町
長

か
ら
諮
問
を
受
け
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
町
長
、
副
町
長
、
議
員
の

報
酬
を
「
１
・
０
％
程
度
」
引
き
上
げ
、

教
育
長
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４

月
か
ら
新
制
度
の
教
育
長
に
移
行
し
、

一
般
職
か
ら
特
別
職
に
な
っ
た
こ
と

で
、
今
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
た
勤
勉

手
当
の
対
象
外
と
な
り
、
減
収
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、「
旧
制
度
の
年
収

と
同
程
度
」
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

適
当
と
の
答
申
を
町
長
に
行
い
ま
し

た
。

平
成
27
年
12
月
22
日
（
火
）

■
平
成
27
年
度
第
2
回
聖
籠
町
総
合

教
育
会
議
を
開
催

　

総
合
教
育
会
議
と
は
町
長
と
教
育

委
員
会
で
構
成
さ
れ
、
教
育
に
関
す

る
大
綱
の
策
定
、
教
育
条
件
整
備
な

ど
重
点
的
に
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い

て
の
協
議
・
調
整
す
る
場
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
会
議
で
は
、
平
成
28

年
度
予
算
や
教
育
大
綱
、
教
育
行
政

全
般
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
圓
山
昌ま

さ
は
る晴

さ
ん
が
再
任

　

昨
年
12
月
の
町
議
会
定
例
会
で
、

12 

月
19
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
っ
た
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
圓
山
昌
晴
さ
ん
の
再
任
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
27
年
12
月
20
日
か
ら

平
成
30
年
12
月
19
日
ま
で
の
３
カ
年

で
す
。生

活
環
境
課

１
月
10
日
（
日
）

■
町
消
防
出
初
式
を
実
施

　

役
場
を
会
場
に
聖
籠
町
消
防
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
の
消

防
団
が
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
な
が

ら
、
町
内
を
広
報
し
、
そ
の
後
、
町
、

消
防
団
、
消
防
関
係
機
関
か
ら
約
90

名
、
34
台
の
参
加
に
よ
る
車
輌
パ
レ

ー
ド
、
続
い
て
安
全
祈
願
、
実
践
放

水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
の
聖
籠
町
の
火
災
件
数

は
昨
年
よ
り
４
件
多
い
７
件
で
し
た
。

　

地
域
、
家
庭
、
そ
し
て
一
人
ひ
と

り
が
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
火

事
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

圓山　昌晴さん（蓮野）

▲答申を行う森会長（右）と答申を受ける
　渡邊町長（左）
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子
ど
も
教
育
課

平
成
27
年
12
月
22
日
（
火
）

■
第
12
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

　
定
例
会
開
催

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

以
上
の
１
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

平
成
27
年
12
月
25
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
22
期
第
34
回
総
会

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
担

当
地
区
の
定
め
に
つ
い
て

・
農
地
買
受
適
格
者
証
明
願
に
つ
い

て
・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理

権
）
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
の
８
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

※１　人口および世帯数は、平成27年12月末現在
　　住民基本台帳に登録されている数字。
※２　外国人を除く。

行政区長名（敬称略）と
各行政区の人口および世帯数 ※1

 （単位：人、世帯）
行政区名 区長氏名 人口 ※2 世帯数

四 ツ 屋 近藤　義明 60 15
道 賀 新 田 澁谷　勘市 143 34
上 大 谷 内 長谷川泰夫 24 6
真 野 清野　　徹 276 80
丸 潟 曽根　正巳 99 29
桃 山 佐藤　裕雄 157 53
山 倉 渡邉　敏幸 281 80
苔 沼 星尾　　徹 374 113
中 の 橋 肥田野三男 27 9
本 諏 訪 山 佐藤　　勝 156 45
山 諏 訪 山 宮澤　德裕 383 116
本 大 夫 遠藤　尚広 126 36
山 大 夫 中村　昭三 576 176
聖 中 ヶ 丘 天城　幹夫 191 58
本 三 賀 齋藤　幸夫 44 11
山 三 賀 池田　孝和 181 45
二 本 松 渡辺　利道 767 218
外 畑 吉田　　勝 126 39
蓮 野 二宮　則夫 421 121
杉 谷 内 加藤　健二 292 77
正 庵 藤井　清四 191 52
藤 寄 本間　　剛 840 245
大 夫 興 野 渡邉　寿彦 239 73
甚 兵 衛 橋 太田　　薫 57 19
蓮 潟 神田　　勉 900 291
蓮 潟 新 田 伊藤　慶一 109 29
網 代 浜 渡邊　幸明 1,740 678
次 第 浜 平野　政要 1,842 572
尾 沢 ヶ 丘 木村　邦彦 81 55
亀 塚 髙松　忠義 1,538 444
稲 の 平 稲垣　武道 40 15
別 條 藤田　一昭 319 90
八 幡 齋藤　健一 103 28
東 山 村山　　敏 219 63
旭 ヶ 丘 皆川　富一 410 132
ひばりが丘 本間　民雄 534 179
汐 美 台 荒木　美数 365 191

お問い合わせ
　役場総務課　広報広聴係
　☎ 27-2111（内線225）

　

行
政
と
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民
の
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長
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ん
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決
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た
。
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間
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ろ
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く
お
願
い
し
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す
。（
行
政
区
に
よ
っ

て
任
期
に
違
い
が
あ
り
ま
す
）

集
落
区
長
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ろ
し
く
お
願
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集
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区
長
さ
ん  
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す



広報聖籠 H28.2　14

町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

2
月

9
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新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
市
町
村
長
協
議
会

10
日 

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
理
事
会

 

新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

 

公
益
財
団
法
人
新
潟
県
市
町

村
振
興
協
会
理
事
会

12
日 

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合

議
会
定
例
会

19
日 

県
町
村
会
定
期
総
会

24
日 

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
通
常
総
会

28
日 

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
定
例
会

29
日 

新
潟
県
農
業
信
用
基
金
協
会

理
事
会

 

新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水
供

給
企
業
団
議
会
定
例
会

 　　

2 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場２階　第１会議室
◆行政相談
　９日（火）
　午前10時00分～11時30分
　 役場総務課（内線223）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　３日（水）、17日（水）
　午後1時00分～4時00分
　 聖籠町社会福祉協議会　
　　☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○1歳２カ月児歯科健診
　15日（月）午後１時15分～
○３歳６カ月児歯科健診
　22日（月）午後１時15分～
○１歳６カ月児健診
　25日（木）午後１時～
○乳児健診
　26日（金）午後１時15分～
　 保健福祉課（町保健福祉センター内）
　☎27-6511

学校運営に関心のある方を

募集します

　町教育委員会では、平成 19 年度から各小中学校に学校運営協議
会を設置し、コミュニティ・スクールの指定をしています。学校運
営協議会では、学校運営の基本的な方針を承認したり、学校の教育
活動などについての考えを述べたりすることで、保護者や地域の皆
さんの意見を学校運営に反映させます。
　この学校運営協議会の委員（非常勤特別職・若干の謝金あり）を
募集いたしますので、学校教育に関心をお持ちの方はご応募くださ
い。

１　募集人数
　　　町内小学校・聖籠中学校　　各若干名
　　　＜仕事内容＞
　　　　次のことについて意見を率直に述べていただきます。
　　　　・教育課程の編成に関すること
　　　　・学校経営計画に関すること
　　　　・組織編成に関すること
　　　　・その他学校運営の全般に関すること

２　任　　期　平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日（１年間）

３　応募締切　２月 15 日（月）

４　申込方法
　希望される学校名を明記し、住所、氏名、年齢、職業、電
話番号、応募の動機をお書きいただき、官製はがき・封書で
郵送またはメールでお申し込みください。

５　申 込 先
　　　【郵送】957－0192　聖籠町大字諏訪山 1635 番地 4
　　　　　　 聖籠町教育委員会　子ども教育課
　　　【ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ】e-gakkou@town .seiro .niigata . jp

６　選考と結果の通知
　３月の定例教育委員会で委員の選任について審議し決定い
たします。
　結果については、４月上旬に通知します。

町教育委員会　子ども教育課（内線 304）
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入 札 結 果 入札日　平成27年11月30日～12月22日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日または工

事（委託）期間最終日
入札
方法

1 松くい虫被害木伐倒駆除
（くん蒸）業務委託 No.3

聖籠町大字網代浜・
次第浜地内 3,002 ,400 北越緑化㈱

聖籠営業所 平成28年2月29日 指名競争
入札

2 松くい虫被害木伐倒駆除
（くん蒸）業務委託 No.4

聖籠町大字網代浜・
次第浜地内外 11,016,000 ㈲栗原緑樹園 平成28年2月29日 指名競争

入札

3 路第2号　蓮野苔沼線道
路路線測量業務委託

聖籠町大字諏訪山・
別條地内 4,665,600 ㈱岩測設計 平成28年3月30日 指名競争

入札

12 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

頼
らい

人
と

 ちゃん （伝井　利実） 山諏訪山

　柚
ゆず

 ちゃん （天野　洋介） 山諏訪山

陽
ひ な た

向 ちゃん （江口　正人） 八 幡

笑
え な

永 ちゃん （本間　隼人） 汐美台

ひなの ちゃん （岩渕　　智） 二本松

 氏　名 年齢 行政区

大　野　カヅエ さん （84 歳） 山諏訪山

今　井　クエ子
こ

 さん （62 歳） 網代浜

宮　下　権
ごん

　七
しち

 さん （92 歳） 次第浜

渡　辺　ハルエ さん （95 歳） 二本松

阿　部　ミ　イ さん （86 歳） 蓮　潟

田　村　栄
えい

　三
ぞう

 さん （80 歳） 次第浜

深　井　ヤス子
こ

 さん （88 歳） 藤　寄

小　野　十
と し お

四男 さん （90 歳） 蓮　潟

高　橋　ト　ク さん （84 歳） 蓮　潟

幾　野　重
じゅう

　作
さく

 さん （86 歳） 藤　寄

近　藤　秀
ひで

　雄
お

 さん （75 歳） 別　條

　高　松　朋
とも

　也
や

 さん

（渡　辺）未
み

　来
き

 さん ｝網代浜

　田　中　大
だい

　滋
じ

 さん

（渡　辺）静
しず

　香
か

 さん ｝大夫興野

　伊　藤　和
かず

　柾
まさ

 さん

（佐　藤）美
み

　香
か

 さん ｝苔　沼

　木　村　大
たい

　誠
せい

 さん

（吉　川）　　唯
ゆい

 さん ｝次第浜

　大字別條地内において、新潟都市計画地区計画の決定（聖籠町決定）案
を以下により縦覧しご意見を求めます。

１　都市計画の種類　　地区計画（市街化調整区域内）
２　名　　　　　称　　別條南地区 地区計画
３　位 置 及 び 区 域　　大字別條地内（下図のとおり）
４　計 画 の 内 容　　宅地開発
５　縦 覧 期 間　　２月２日（火）～２月 16 日（火）
６　縦 覧 場 所　　町役場ふるさと整備課　
７　意見の提出期限　　２月 23 日（火）
８　意見を提出することができる方　　
　　　　　　　　　　　利害関係を有する方
　　　　　　　　　　　（意見書の用紙は縦覧場所に備えてあります。）

ふるさと整備課　都市計画係（内線 235）

　児童手当の2月支払い分（平成27年10月～28年1月分）は2月10日（水）
に受給者の指定した金融機関に振り込みます。個人への支払通知は、この
紙面をもって代えさせていただきます。

子ども教育課　子ども・子育て支援係（内線 307）

都市計画案（地区計画）の
ご意見を求めます

2月10日（水）に児童手当を振り込みます

凡　　例

N
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平成28年度聖籠町住民健診をお申し込みください
　聖籠町では、町民の皆さまの生活習慣病予防・早期発見・早期治療に役立てていただくために、各
種住民健診を実施しています。1 月下旬から 2 月にかけて、区長・隣組長を通じて「平成 28 年度聖籠
町住民健診申込書」を配付させていただきますので、ご記入・ご提出をお願いいたします。

・国民健康保険加入の 30 歳以上の方は、同封の「平成 28年度国民健康保険特定健診・人
間ドックのご案内」でお申し込み下さい。

・社会保険被扶養者の 41 ～ 74 歳までの方の特定健診は、社会保険が発行する「特定健診
受診券」が必要になりますが、保険者によっては町では受けられない場合もありますの
で必ず保険者に確認してください。

・胸部レントゲン検診および各がん検診は加入保険に関係なく受診券なしで受診できます。

※健診（検診）内容などの詳細は、住民健診申込書と同時に配布します。

注
目
! !

お申し込み・お問い合わせ
保健福祉課（町保健福祉センター内）保健衛生係　☎ 27－6511

申込書記入例
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※４　聖籠ハナ　78 歳　無職
　後期高齢者医療保険加入
　体が丈夫で、医者には全くかかって
いないのが自慢よ。町の集団健診を全
て受けて、健康を確かめるわ。

※３　聖籠緑丸　41 歳　自営業
　聖籠町国民健康保険加入
　今年は、人間ドックを受けて、しっかりす
みずみまで確認しようかな。
　国民健康保険特定健診申込書で人間ドッ
クを申し込もう！

※１　　　　　　会社での職員健診に、がん検診が含まれていない場合があります。働き盛りだからこそ、がん
検診は毎年受けてほしいです。ぜひ、町のがん検診をお申し込みください。

※２　　　　　　41歳～74歳までの方の「特定健診」は、加入している国民健康保険や社会保険が指定した検査
機関・医療機関で受けることになります。

※３　　　　　　30歳以上で、聖籠町国民健康保険加入の方は、「平成28年度国民健康保険特定健診・人間ドッ
クのご案内」をご確認ください。

※４　　　　　　75歳以上の方、または20歳以上40歳未満の方は、加入保険に関係なく特定健診を受けること
ができます。

（申し込み例）
※２　聖籠花子　55 歳　主婦
　社会保険 被扶養者
　私は夫の扶養家族。
　会社を通して保険者から特定
健診受診券が送られてくる予定。
　受診券を持って「町の健診
（春）」を受けにいくわ。
　乳がんは昨年受けたので、今
年はお休みね。

※１　聖籠太郎　57 歳　会社員
　社会保険加入 本人
　会社で特定健診は受けているけど、がん
検診が無いから、「町の健診（春）」で胃が
ん・大腸がん検診だけ受けてみよう！

「健診」・・・健康かどうかを診断すること。生活習慣の見直しが目的。
「検診」・・・特定の病気にかかっているかどうかを検査すること。
　　　　　　早期に発見し、治療することが目的。

町では、各種健診・検診を総称して、「住民健診」と表記しています。

「健診」と「検診」の違いは？
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「聖籠町地域福祉計画案」への意見を募集します

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）☎ 27－6511

　本計画は、社会福祉法第 107条に基づき、地域福祉の向上や住民の皆さんの参加促進を
目的として策定する計画です。（計画期間：平成 28年度～平成 32年度）
　また、町の保健と福祉に関する個別計画である「町高齢者福祉計画・第６期介護保険事
業計画」、「町障がい者計画・第４期町障がい福祉計画」、「健康せいろう 21（健康増進計画）」
の上位に位置し、各個別計画とともに地域福祉の理念や仕組みをつくる計画となります。
　そこで、この計画の策定を町民の皆さんとの協働により行うため、次のとおり案を公表し、皆さんのご意
見をお伺いします。

「聖籠町地域福祉
計画案」の閲覧
場所

町のホームページで公開します。（URL　http://www.town.seiro.niigata. jp）
◆紙に印刷したものは、次の４カ所で閲覧できます。
　①聖籠町保健福祉センター　②町役場　③町立図書館　④町民会館
※貸出を希望される方は、聖籠町保健福祉センターに用意していますのでお越しく
ださい。閲覧場所の印刷物は持ち出しできません。また、コピーはいたしかねま
すので、予めご了承ください。

応募用紙 ◆閲覧場所への備え付け
◆町のホームページからダウンロード
◆広報にはさみこんである「町政ポストはがき」※（切手不要）
※町保健福祉センター、町立図書館、町民会館、町国保診療所にも備え付けてあり
ます。

「町政ポストはがき」をご利用の際は、次の事項を記載してください。
＜記載する事項＞
①タイトルを「聖籠町地域福祉計画案への意見」としてください。
②お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号
③ご意見（何ページのどの部分についてのご意見かがわかるようにお願いします）
　【記入例】　３ページ　○○について

提出方法 ◆郵送・ファックス・Ｅメール・閲覧場所の回収箱、聖籠町保健福祉センターへ持参
のいずれかの方法で提出してください。※電話による意見などの受付は行いません。

応募資格 町内に居住している人および町内に通勤・通学している人

提出先 聖籠町保健福祉センター
　〒９５７－０１１７　聖籠町大字諏訪山８２５番地
　ファックス　２７－６５１２　Ｅメール　hofuku@town.seiro.niigata. jp

計画の閲覧および
意見提出期間 2 月 4日（木）～ 3月 4日（金）（郵送のご意見は 3月 4日必着となります）

ご意見の
活用方法

　応募いただいたご意見の内容を検討しながら、計画の策定に活かしていきます。な
お、個別の回答はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。（結果の公表は
ホームページのほか聖籠町保健福祉センターなどで行います。）ご意見については、
お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号やメールアドレスを除き、全て公開される可能
性があることを、あらかじめご承知おきください。ただし、ご意見中に特定の個人を
識別しうる記述がある場合や、個人の財産権などを害するおそれがあると判断される
場合には、公表の際に当該個所を伏せさせていただきます。

個人情報の
利用目的・範囲

　提案用紙に記載された個人情報については「聖籠町地域福祉計画」策定の目的にの
み利用し、その取り扱いには十分に留意し、他の目的には使用しません。
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（
有
）ヒ
グ
チ
不
動
産

☎
２
７
︲
３
２
７
７

聖
籠
町
大
字
藤
寄

２
９
７
７
番
地
３

ま
た
は

役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課

（
内
線
２
３
４
）

町
営
住
宅
東
山
団
地　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
営
住
宅
東
山
団
地 

に
空
室
が

出
た
た
め
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
所
在
地

聖
籠
町
大
字
二
本
松
１
９
９
７
番

地
■
募
集
部
屋
数

　

15
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

１
階
２
戸
、
２
階
３
戸
、
３
階

２
戸
、
４
階
４
戸
、
５
階
４
戸

　
（
平
成
28
年
１
月
4
日
現
在
）

■
家
賃
な
ど　
　

　

①
家
賃　

３
万
６
０
０
０
円

　

（
入
居
期
間
２
年

　
　

経
過
後
４
万
２
０
０
０
円
）

　

②
共
益
費　
　
　

８
０
０
円

　

③
駐
車
場　
　

３
６
７
５
円

　
　

（
１
区
画
）

　

④
敷
金　

７
万
２
０
０
０
円

　
　

（
入
居
時
家
賃
の
２
カ
月
分
）

■
入
居
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方

・
同
居
家
族
が
い
る
（
同
居
予
定

を
含
む
）
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ
と

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と　

な
ど

■
申
込
方
法

　
「
入
居
申
込
書
」
に
以
下
の
添

付
書
類
を
添
え
て
（
有
）
ヒ
グ
チ

不
動
産
ま
た
は
役
場
ふ
る
さ
と
整

備
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
民
票
（
同
居
家
族
全
員
分
）

②
所
得
証
明
書
ま
た
は
源
泉
徴
収

票
（
コ
ピ
ー
）

③
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
（
コ
ピ
ー
）

④
市
町
村
税
納
税
証
明
書

■
申
し
込
み
期
限
と
選
考
方
法

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）
を
申
し

込
み
期
限
と
し
、
そ
の
都
度
選
考

し
て
決
定
。

　

応
募
者
複
数
の
場
合
は
公
開
抽

選
と
し
ま
す
。

（
入
居
決
定
に
よ
り
満
室
と
な
っ

た
時
点
で
募
集
を
終
了
し
ま
す
。）

■
入
居
可
能
時
期

　

入
居
決
定
通
知
後

■
そ
の
他

　

エ
レ
ベ
ー
タ
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子ども教育課　学校支援係
　（内線３０５）

― 固定資産税について―
建物を取り壊していませんか？

～固定資産税対象の未登記家屋の取り壊しの届け出をお願いします～

　町では、学校などの給食の安全性

を確認し、給食に対する保護者など

の不安を軽減することを目的に、給

食用食材の放射性物質検査を実施し

ています。検査は毎週木曜日、翌日

（金曜日）に使用する食材の中から

１品目を選定して行います。再検査

となった食材は、給食に使用せず、

再検査を実施し公表します。

　なお、町のホームページで最新の

検査結果を掲載しています。

学校給食食材の
放射性物質測定結果

※単位：Bq（ベクレル／㎏）

※この検査の検出限界値は、20Bq／㎏です。検出限界値は、

測定する条件や食材により異なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器で検出でき

る最小値（最小限度）のことをいい、この値は測定環境

（自然界に存在する大気中の放射線量）、測定条件（時間

重量など）、検査対象品目によって異なります。

検査
日

検査
品目 生産地

測定結果

放射性
ヨウ素

放射性
セシウム

１３１ １３４ １３７

12月
3日 人参 新潟県

（胎内市）
検出
せず

検出
せず

検出
せず

12月
10日 キャベツ 千葉県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

12月
17日 白菜 茨城県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3丁目 3番 2号）

　固定資産税は、毎年 1 月 1 日現在で土地・家屋・償却資産を所有してい
る方にかかる税金です。昨年中（1月1日～ 12月31日まで）に取り壊され
た、または、取り壊し中の家屋は平成 28 年度から課税対象外となります。
特に、未登記家屋については取り壊されているかどうか把握できない場合
がありますので税務財政課まで滅失の届け出をお願いします。
　なお、詳しくは、役場税務財政課税務係固定資産税担当へお問い合わせ
ください。

役場税務財政課　税務係（内線 144）
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お問い合わせ　子ども教育課　学校支援係（内線 305）

聖籠町育英資金貸与制度のご案内
　町では将来を担う人材育成を目的として、大学から各種専修学校までの幅広い学生を対象に予算の
範囲内で育英資金の貸与制度を設けています。
　平成 28 年度貸付を次のとおり募集しますので、期日までにお申し込みください。

◆育英資金の月額
　　自宅からの通学…４万円（以内）　自宅外からの通学…６万円（以内）

　この育英資金の月額とは別に、申し出のある方には、入学年度に限り一時金として大学は 50 万円、
短期大学・高等専門学校・各種専修学校は 30 万円を限度として貸与します。なお、この育英資金は無
利息となります。
　償還については、貸与期間終了後、1 年間の猶予期間を置き、10 年以内に全額返還していただきます。

■貸与申請をすることができる方（次の事項すべてに当てはまる方）
 

①聖籠町に 2 年以上住所のある方の子弟
②大学、短期大学（注１）、高等専門学校、各種専修学校の専門課程の入学生または在学生
③修学に充分たえ得る方で、成業可能と思われる方
④経済的理由により修学が困難な方
　※両親または後見人の所得（注２）金額が 780 万円未満で、町で定めた所得基準（世帯人数により異なる）以下である方

⑤聖籠町育英資金の貸与を一度も受けていない方
⑥（独）日本学生支援機構・地方公共団体などの他の奨学金を受けていない方

（注１）　大学・短期大学とは、学校教育法による大学の学部・学科（課程）、短期大学をいい、国・公・私立及び昼・夜間の別は問いません。
ただし、通信教育部・別科、大学の付属施設（例えば看護学校など）、放送大学、自治医科大学、産業医科大学、防衛大学、大学院
などは対象となりません。また、専修学校は学校法人であり、2 年以上の修学年であることが必要です。

（注２）　所得とは、収入総額から必要経費を差し引いた額です。

■申込手続
 

　平成 28 年 2 月 8 日（月）から 3 月 18 日（金）までの間に次の書類を添えてお申し込みください。
（貸与決定は到着順ではありません。）
①育英生願書（役場子ども教育課）②在学証明書（注３）　③推薦調書（新入生は卒業学校長の推薦）
④住民票謄本（家族全員分）　⑤連帯保証人の印鑑登録証明書（2人分）（注４）　⑥収入などに関する書類
（両親または後見人）
　給与所得者　平成 27 年分の源泉徴収票の写し
　事業者　　　平成 27 年分の確定申告書の写し
　年金受給者　年金の源泉徴収票、支払通知書などの写し
　※兼業農家などで給与収入と事業収入のある場合は、両方の提出が必要です。

（注３）　在学証明書は、入学後学校から発行してもらい、平成 28 年 4 月 15 日（金）までに提出してください。
（注４）　連帯保証人が 2 人必要です。1 人は両親のうちどちらか、もう 1 人は別世帯の成人の方となります。

　願書などは役場子ども教育課または町ホームページで取得できます。詳しくはお問い合わせくだ
さい。
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　新潟県の最低賃金が
改正されました！　

大気汚染に関する情報提供について

「愛の協力運動」に 513,131円
ご理解ご協力ありがとうございました

　必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も。

最低賃金 時間額 効力発生日

新潟県最低賃金
（新潟県で働くすべて

の労働者に適用されま
す！）

７３１円 平成 27 年
10 月 3 日

新潟県電子部品・デバイ
ス・電子回路、電気機械
器具、情報通信機械器具
製造業最低賃金

８３８円 平成 27 年
12 月 20 日

新潟県各種商品小売業最
低賃金 ７８９円 平成 27 年

12 月 17 日

新潟県自動車（新車）、
自動車部分品・附属品小
売業最低賃金

８４３円 平成 27 年 
12 月 20 日

※最低賃金に関するお問い合わせは
　新潟労働局賃金室（☎︎ 025 -288 -3504）または
最寄りの労働基準監督署まで

　７月に「愛の協力運動」保護観察協会会費の納入
をお願いし、町民の皆さまには一世帯当たり 150 円
を目安にご協力をお願いしたところです。
　その結果、おかげさまで3,435世帯から 513,131円
をお寄せいただきました。皆さまのご理解ご協力に
対しまして、厚くお礼申し上げます。
　現在、聖籠町、新発田市、阿賀野市、胎内市の保
護司 73 人で新発田阿賀北地区保護司会が組織され
ておりますが、頂戴しました会費は保護司が行う犯
罪予防活動や、罪を犯した人たちの立ち直りを援助
する更生保護活動に活用されます。
　保護司は、犯罪のない明るい社会を目指し、日々
地道に活動しています。この活動に、町民の皆さま
から変わらぬお力添えをいただきますよう、今後と
もよろしくお願い申し上げます。

役場町民課　町民サービス係（内線 111）

　冬場から梅雨の時期にかけ、大気汚染物質による光化学スモッグや PM2.5（微小粒子状物質）の濃度上昇
が予想されます。
　大気汚染物質の注意喚起は、テレビ・ラジオなどによる報道のほか、町の防災無線や広報車で情報提供を
行います。

●大気汚染物質の注意喚起が行われた場合
・屋外での長時間の運動や外出はできるだけ控えましょう。外出する場合、マスクの着用は一定の効果が期

待できます。
・建物の換気や窓の開閉は最小限にしてください。
・呼吸器疾患、循環器疾患のある方やお子様、高齢者の方は影響を受けやすいとされているため、より慎重

に行動することが望まれます。

●大気汚染状況の速報について
○インターネット
・環境省　そらまめ君（http ://soramame. taiki. go. jp）
・新潟県　新潟県の大気（http ://niigata - taiki. jp）

○電話
・新潟県大気汚染情報テレフォンサービス　

☎︎０２５－２８０－５１０４（24 時間対応）
役場生活環境課　環境推進係（内線 283）

スマートフォンはこちら　　従来型携帯電話はこちら
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平
成
27
年
度

「
新
潟
県
勤
労
者
生
活

安
定
資
金
貸
付
金
制
度
」

の
ご
案
内

　

新
潟
県
で
は
、
中
小
企
業
に
お
勤

め
の
方
や
自
己
の
責
任
に
よ
ら
な
い

理
由
で
離
職
し
た
方
な
ど
に
対
し
て
、

低
利
で
生
活
資
金
な
ど
の
貸
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
取
扱
金
融
機
関

で
あ
る
新
潟
県
労
働
金
庫
本
店
・
支

店
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
方
の
た
め

の
貸
付
金

　

中
小
企
業
に
お
勤
め
の
方
の
生

活
資
金
（
家
具
、
自
動
車
、
教
育

費
お
よ
び
結
婚
費
用
な
ど
）
を
低

利
で
融
資

・
融
資
額　

10
万
円
以
上

　
　
　
　
　

１
０
０
万
円
以
内

・
金　

利　

年
2
・
2
％

　
　
　
　
　
（
固
定
金
利
）

※　

こ
の
他
、
災
害
に
遭
わ
れ
た

方
の
た
め
の
「
災
害
ロ
ー
ン
」

も
あ
り
ま
す
。

○
自
己
の
責
任
に
よ
ら
な
い
理
由
で

離
職
し
た
方
の
た
め
の
貸
付
金

　

自
己
の
責
任
に
よ
ら
な
い
理
由

で
離
職
し
、
求
職
活
動
中
ま
た
は

職
業
訓
練
を
受
講
中
の
方
で
、
雇

用
保
険
の
失
業
給
付
を
受
け
る
た

め
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
の

生
活
資
金
（
雇
用
保
険
失
業
給
付

を
受
け
る
た
め
の
つ
な
ぎ
資
金
な

ど
）
を
低
利
で
融
資

・
融
資
額　

50
万
円
以
内

・
金　

利　

年
1
・
7
％

　
　
　
　
　
（
固
定
金
利
）

○
県
内
で
若
年
者
の
雇
用
支
援
を
行

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
た
め
の
貸
付
金

　

若
年
者
の
雇
用
支
援
を
行
う
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
し
、
運
転
資
金
、

設
備
資
金
お
よ
び
つ
な
ぎ
資
金
を

低
利
で
融
資

・
融
資
額　

10
万
円
以
上

　
　
　
　
　

５
０
０
万
円
以
内

・
金　

利　

年
2
・
０
５

　
　
　
　
　

～
3
・
０
５
％

　
　
　
　
　
（
変
動
金
利
）

■
ご
相
談
・
受
付
窓
口

最
寄
り
の
新
潟
県
労
働
金
庫
本
・

支
店

新
潟
県
産
業
労
働
観
光
部

労
政
雇
用
課　

☎
０
２
５
︲
２
８
０
︲
５
２
６
０

新
潟
県
新
潟
労
働
相
談
所

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

　

労
働
者
、
事
業
主
を
問
わ
ず
、
労

働
に
関
す
る
問
題
で
お
困
り
の
方
は

　
労
働
相
談
専
用
電
話

　

０
２
５
︲
２
３
２
︲
６
１
１
０
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

（
労
働
者
側
）

　
「
賃
金
・
残
業
代
を
払
っ
て
も
ら

え
な
い
」「
突
然
解
雇
を
告
げ
ら
れ

た
」「
退
職
を
認
め
て
く
れ
な
い
」

な
ど

（
事
業
主
側
）

　
「
採
用
の
際
、
労
働
者
側
に
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
は
？
」「
問

題
社
員
が
い
て
困
っ
て
い
る
」「
就

業
規
則
を
見
直
し
た
い
」
な
ど

■
相
談
時
間

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

第
3
日
曜
日

午
後
1
時
00
分
～
５
時
15
分
（
電

話
相
談
の
み
）

※　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

※　

来
所
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

新
潟
地
域
振
興
局
４
階
（
新
潟

市
中
央
区
川
岸
町
3
丁
目
18
︲

1
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

新
潟
放
送
（
Ｂ
Ｓ
Ｎ
）
と
な

り
、
Ｊ
Ｒ
白
山
駅
か
ら
徒
歩
10

分
、
無
料
駐
車
場
あ
り
。

※　

無
料
の
弁
護
士
相
談
も
あ
り

ま
す
。（
月
１
回
開
催
、要
予
約
）

新
潟
県
新
潟
労
働
相
談
所

　
　
「
休
日
労
働
相
談
会
」

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　

新
潟
労
働
相
談
所
で
は
、
平
日
に

相
談
で
き
な
い
方
の
た
め
に
休
日
労

働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
21
日
（
日
）

　

午
後
1
時
00
分
～
４
時
30
分

■
方
法　
面
談
ま
た
は
電
話

　

労
働
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
２
５
︲
２
３
２
︲
６
１
１
０

■
場
所

新
潟
地
域
振
興
局
（
新
潟
市
中
央

区
川
岸
町
3
丁
目
18
︲
1
）

■
相
談
内
容

（
労
働
者
側
）

　
「
賃
金
・
残
業
代
を
払
っ
て
も

ら
え
な
い
」「
突
然
解
雇
を
告
げ

ら
れ
た
」「
退
職
を
認
め
て
く
れ

な
い
」
な
ど

（
事
業
主
側
）

　
「
採
用
の
際
、
労
働
者
側
に

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄

は
？
」「
問
題
社
員
が
い
て
困
っ

て
い
る
」「
就
業
規
則
を
見
直
し

た
い
」
な
ど

■
そ
の
他

　

休
日
労
働
相
談
会
で
、
面
談
に

よ
る
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
近
所
安
心
見
守
り
隊

　
　
講
座
を
開
催
し
ま
す

　
「
誰
も
書
か
な
か
っ
た
認
知
症
の

話
」
な
ど
の
著
者
で
あ
る
等
々
力
務

さ
ん
を
お
招
き
し
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
住
民
の
方
々

を
対
象
に
、
高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ

い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ま
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

２
月
18
日
（
木
）　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
午
後
１
時
00
分
受
付
開
始
）

胎
内
市
産
業
文
化
会
館
会
議
室　

　
（
胎
内
市
新
和
町
２
番
５
号
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

等
々
力 

務　

氏

（
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

 

新
潟
県
支
部　

副
代
表
）

■
演
題　
「
虐
待
を
起
こ
さ
な
い
介

護
と
は
～
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、

安
心
で
き
る
～
」

■
参
加
費　
無
料

■
定
員　
１
０
０
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

■
申
込
期
限

２
月
10
日
（
水
）

・

新
潟
県
新
発
田
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
地
域
福
祉
課

☎
０
２
５
４
︲
２
６
︲
９
１
２
９
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ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
　
「
新
潟
県
の
雪
情
報
」

　

降
雪
量
予
測
情
報
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
携
帯
サ
イ
ト
で
提
供
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
！

■
期
間

　

3
月
31
日
（
木
）
ま
で

■
主
な
情
報

●
県
内
37
地
点
の
気
象

　
情
報
な
ど

　

・
降
雪
量
予
測

　

・
気
象
現
況

　

・
過
去
の
降
積
雪
統
計
デ
ー
タ

●
気
象
庁
発
表
の
特
別
警
報・警
報・

注
意
報

●
各
種
雪
情
報
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
集

（
道
路
交
通
、
防
災
、
ス
キ
ー
場
・

観
光
情
報
な
ど
）

新
潟
県
総
務
管
理
部
地
域
政
策
課

雪
対
策
室

☎
０
２
５
︲
２
８
０
︲
５
０
９
６

（
直
通
）

FAX
０
２
５
︲
２
８
０
︲
５
２
２
７

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
予
防
接
種
（
子
宮
頸
が
ん
予

防
接
種
）
後
に
症
状
が
生
じ
た
方

に
対
す
る
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

新
潟
県
で
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
（
子

宮
頸
が
ん
予
防
接
種
）
後
に
症
状
が

生
じ
た
方
に
対
す
る
相
談
窓
口
を
設

置
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
連
絡
先
電
話
番
号

衛
生
部
門
担
当

新
潟
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

☎
０
２
５
︲
２
８
０
︲
５
３
７
８

教
育
部
門
担
当

新
潟
県
教
育
庁
保
健
体
育
課

☎
０
２
５
︲
２
８
０
︲
５
６
２
２

■
開
設
時
間

午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

 
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。）

■
そ
の
他

　

定
期
接
種
に
な
る
前
に
接
種
し

た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

入
院
に
相
当
し
な
い
場
合
で
も
救

済
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

講
演
会
「
笑
い
ま
し
ょ
う
！

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
犯
罪
被

害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の
役

立
つ
お
話
」
を
開
催
し
ま
す

２
月
16
日
（
火
）

午
後
２
時
30
分
開
演

（
午
後
２
時
00
分
開
場
）

ホ
テ
ル
清
風
苑

新
発
田
市
月
岡
温
泉

☎
０
２
５
４
︲
３
２
︲
２
０
０
０

新
潟
弁
で
語
る
漫
談
師

中
野
小
路
た
か
ま
ろ
氏　

講
演
会

■
入
場
料　
無
料

　

新
し
い
タ
オ
ル
を
２
本
以
上
ご

寄
付
下
さ
い
。
福
祉
施
設
に
寄
贈

い
た
し
ま
す
。

　

講
演
終
了
後
、
ホ
テ
ル
清
風
苑

さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り
、
お
風
呂

に
無
料
で
入
れ
ま
す
。（
入
浴
用

の
タ
オ
ル
は
、
各
自
ご
持
参
し
て

下
さ
い
）

（
公
社
）
新
発
田
法
人
会
事
務
局

☎
０
２
５
４
（
２
０
）
５
４
３
２

新
発
田
市
中
央
町
4
丁
目
10
︲
10

新
発
田
商
工
会
議
所
３
Ｆ

広
域
３
組
合　
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請（
追
加
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
受
付

　

平
成
28
年
度
に
新
発
田
地
域
広
域

事
務
組
合
、
新
発
田
地
域
老
人
福
祉

保
健
事
務
組
合
お
よ
び
下
越
障
害
福

祉
事
務
組
合
が
発
注
す
る
建
設
工
事

な
ら
び
に
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
業
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
追
加
分
）
を
受
け
付
け
ま
す
。
提

出
書
類
な
ど
詳
し
く
は
新
発
田
地
域

広
域
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
新
発
田
地
域
広
域
」
で
検
索
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

２
月
１
日(

月)

 

～
２
月
29
日
（
月
）

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
直

接
提
出
。
郵
送
の
場
合
は
２
月
29

日
（
月
）
消
印
有
効
で
す
。

■
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

事
務
局
総
務
課

☎
０
２
５
４
︲
２
６
︲
１
５
０
１

〒
９
５
７
︲
０
０
５
３

新
発
田
市
中
央
町
５
︲
４
︲
７

　防衛省では、下記により自衛官を募
集しています。

種目 資　　格 受付
期間

試験
期日

予
備　

自
衛
官
補

一般
18 歳 以 上 34 歳
未満の方 4

月
8
日（
金
）ま
で

4
月
15
日（
金
）～
19
日（
火
）

技能

18 歳以上で国家
資格などを有す
る方

（資格により 53
歳 以 上 55 歳 未
満の方）

自衛隊新発田地域事務所
　☎︎ 0254 -26 -5619

冬期の開館時間
12 月～２月の間は
平日午前 9時 30分～午後 6時 00分と
なります。
【土・日は午前9時30分～午後５時00分】

２月の休館日
11 日（木・祝）15日（月）、22日（月）、
26日（最終金曜、館内整理日）、29日（月）
※　１日（月）から８日（月）まで蔵書

点検のため休館させていただきます。

聖籠町立図書館　☎︎ 27-6166

平成28年度
自衛官募集のお知らせ

― 図書館からのお知らせ―

新潟県の雪情報 検 索
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激
闘
の
末
に

　

２
０
１
５
年
12
月
23
日
（
水
・

祝
）、
等
々
力
陸
上
競
技
場
で
皇

后
杯
準
決
勝
が
開
催
さ
れ
、
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
は

日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
と
対
戦
し
ま

し
た
。
決
勝
進
出
へ
、
選
手
た
ち

は
心
を
一
つ
に
し
て
前
回
王
者
を

倒
し
に
い
き
ま
す
。

　

試
合
は
序
盤
か
ら
日
テ
レ
の
ポ

ゼ
ッ
シ
ョ
ン
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

連
動
し
て
プ
レ
ス
を
掛
け
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
新
潟
の
選
手
た
ち
。

攻
撃
で
も
奪
っ
た
ボ
ー
ル
を
う
ま

く
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
げ
、
自

分
た
ち
の
流
れ
に
引
き
込
ん
で
い

き
ま
す
。

　

す
る
と
11
分
、
早
く
も
ス
コ
ア

が
動
き
ま
し
た
。
右
サ
イ
ド
で
の

Ｆ
Ｋ
の
場
面
、
上
尾
野
辺
選
手
が

ゴ
ー
ル
前
に
ボ
ー
ル
を
送
る
と
、

相
手
Ｄ
Ｆ
が
処
理
し
き
れ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
に
大
石
選
手
が
す
か
さ

ず
反
応
。
右
足
で
ゴ
ー
ル
に
蹴
り

込
み
、
新
潟
が
先
制
に
成
功
し
ま

し
た
！

　

34
分
に
同
点
ゴ
ー
ル
を
喫
し
て

し
ま
う
も
の
の
、
こ
こ
で
下
を
向

く
選
手
は
誰
一
人
い
ま
せ
ん
。
簡

単
な
ゲ
ー
ム
に
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
十
分
予
想
で
き
て
い
た

こ
と
。
慌
て
る
こ
と
な
く
、
後
半

も
集
中
高
く
戦
う
姿
勢
を
貫
い
て

い
き
ま
す
。
危
な
い
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
体
を
張
っ
た
守
備
で

は
ね
返
し
、
ス
コ
ア
は
１
︲
１
の

ま
ま
延
長
戦
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

延
長
前
後
半
で
も
決
着
つ
か
ず
、

試
合
は
Ｐ
Ｋ
戦
へ
。
全
体
が
緊
張

感
に
包
ま
れ
ま
す
が
、
Ｇ
Ｋ
福
村

選
手
が
立
て
続
け
に
ビ
ッ
グ
セ
ー

ブ
を
見
せ
、
チ
ー
ム
を
鼓
舞
し
ま

す
。
そ
し
て
新
潟
が
リ
ー
ド
し
て

迎
え
た
運
命
の
５
番
目
。
ま
た
し

て
も
福
村
選
手
が
大
仕
事
を
果
た

し
ま
す
。
相
手
の
キ
ッ
ク
を
完
全

に
読
み
、
が
っ
ち
り
と
抑
え
て
試

合
終
了
！
劇
的
な
幕
切
れ
で
、
新

潟
が
決
勝
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

殊
勲
の
活
躍
を
見
せ
た
福
村
選

手
は
決
勝
を
見
据
え
、「
最
後
は

楽
し
ん
で
、
勝
ち
切
っ
て
全
員
で

喜
ん
で
終
わ
り
た
い
」
と
力
強
く

話
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
力
を

信
じ
、
最
後
の
一
戦
に
向
か
っ
て

い
き
ま
す
。

準
優
勝

　

そ
し
て
迎
え
た
27
日
（
日
）、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
は
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ

と
決
勝
を
戦
い
ま
し
た
。
初
タ
イ

ト
ル
を
懸
け
た
大
一
番
で
あ
る
と

同
時
に
、
能
仲
監
督
が
指
揮
す
る

最
後
の
ゲ
ー
ム
で
も
あ
る
今
回
の

決
勝
。
等
々
力
に
駆
け
つ
け
た
約

４
０
０
０
人
も
の
新
潟
サ
ポ
ー
タ

ー
の
声
援
と
と
も
に
、
選
手
た
ち

は
最
高
の
結
果
を
目
指
し
て
ピ
ッ

チ
に
立
ち
ま
す
。

　

試
合
は
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
キ
ッ
ク
オ

フ
で
ス
タ
ー
ト
。
高
い
個
人
技
を

ベ
ー
ス
に
迫
力
あ
る
攻
撃
を
仕
掛

け
て
く
る
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
に
対
し
、
新

潟
は
準
決
勝
同
様
粘
り
強
い
守
備

で
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
ペ

ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
内
ま
で
攻
め
込

ま
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
後
の
と
こ
ろ
で
シ
ュ
ー
ト
コ
ー

ス
を
塞
ぎ
、
ゴ
ー
ル
を
割
ら
せ
ま

せ
ん
。

　

攻
撃
で
も
少
し
ず
つ
ボ
ー
ル
が

動
か
せ
る
よ
う
に
な
り
、
サ
イ
ド

チ
ェ
ン
ジ
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て
い
き

ま
す
。
24
分
に
は
右
サ
イ
ド
か
ら

左
山
選
手
が
ク
ロ
ス
を
上
げ
る
と
、

ゴ
ー
ル
前
ま
で
攻
め
上
が
っ
て
い

た
小
島
選
手
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ

ー
ト
！
こ
こ
は
惜
し
く
も
Ｇ
Ｋ
正

面
に
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
が
、
得

点
へ
の
強
い
意
欲
を
見
せ
て
い
き

ま
す
。

　

後
半
に
入
っ
て
か
ら
も
、
攻
守

に
お
い
て
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
新
潟
ら
し
く
戦
っ

て
い
く
選
手
た
ち
。
ほ
と
ん
ど
シ

ュ
ー
ト
を
撃
た
せ
る
こ
と
な
く
試

合
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
終
盤

の
78
分
に
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら

失
点
を
許
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
新
潟
は
最
後
ま
で
勝
利

を
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。
後
半
途
中

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

▲ヘディングで相手ゴールを脅
かしたＤＦ小島選手。

▲ＰＫ戦勝利の立役者と
なったＧＫ福村選手。
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か
ら
ピ
ッ
チ
に
入
っ
た
渡
辺
選
手

も
、
ス
ピ
ー
ド
に
乗
っ
た
ド
リ
ブ

ル
で
サ
イ
ド
を
切
り
裂
き
、
再
三

の
ク
ロ
ス
で
チ
ャ
ン
ス
を
演
出
し

ま
す
。

　

２
分
間
の
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ

イ
ム
も
相
手
を
押
し
込
ん
で
ゴ
ー

ル
を
狙
っ
て
い
く
新
潟
で
し
た
が
、

猛
攻
も
実
ら
ず
０
︲
１
で
終
了
の

ホ
イ
ッ
ス
ル
。
あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
で
、
タ
イ
ト
ル
に
は
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

試
合
直
後
、
選
手
た
ち
は
大
粒

の
悔
し
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
す
べ
て
を
出
し
き
っ
た
末

の
準
優
勝
。「
自
分
た
ち
の
や
り

た
い
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
、

悔
し
さ
は
一
緒
だ
け
ど
や
り
き
れ

た
と
思
う
」
と
上
尾
野
辺
選
手
が

話
す
よ
う
に
、
チ
ー
ム
は
強
敵
相

手
に
も
堂
々
た
る
戦
い
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ン
ド
か
ら
は

温
か
い
拍
手
と
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

コ
ー
ル
が
鳴
り
響
き
、
選
手
た
ち

は
再
び
視
線
を
前
に
向
け
て
い
ま

し
た
。

　
「
選
手
た
ち
は
非
常
に
新
潟
ら

し
い
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
、
最
後
ま

で
戦
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
誇
り
に

思
う
」
と
、
ラ
ス
ト
ゲ
ー
ム
を

終
え
て
語
っ
て
い
た
能
仲
監
督
。

２
０
１
３
年
か
ら
積
み
重
ね
て
き

た
も
の
が
、
決
勝
で
見
せ
た
サ
ッ

カ
ー
に
し
っ
か
り
と
表
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
さ
ら
な
る
進
化
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
は

２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
も
努
力
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
と

も
に
戦
い
、
次
こ
そ
頂
点
を
つ
か

み
に
い
き
ま
し
ょ
う
。
変
わ
ら
ぬ

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ（
男

子
）】

　

今
シ
ー
ズ
ン
限
り
で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ

ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
を

退
団
・
卒
業
す
る
選
手
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

　

№
１　

八
巻　

楽
、
№
２　

西　

洋

明
、
№
３　

井
上　

玄
太
、
№
５　

久

利　

研
人
、
№
８　

藤
原　

純
也
№
14

　

佐
藤　

昌
丈
、
№
16　

小
場
石　

朗
、

№
18　

森
崎　

広
樹
、
№
19　

田
宮　

諒
、
№
21　

鹿
島　

英
一
郎
、
№
22　

中
井　

蓮
、
№
26　

阿
部　

直
樹
、
№

29　

井
上　

貴
裕
、
№
30　

岡
田　

翔

　

多
く
の
選
手
が
退
団
・
卒
業
と
な

り
、
２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
は
２
０
１
５

シ
ー
ズ
ン
か
ら
大
き
な
変
化
を
迎
え
ま

す
。
２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
の
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、

２
０
１
５
シ
ー
ズ
ン
で
達
成
す
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
悲
願
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格

を
目
指
し
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
く

の
で
、
熱
い
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ

デ
ィ
ー
ス
（
女
子
）】

　

今
シ
ー
ズ
ン
限
り
で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ

ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
（
以
下

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）
を
退
団
・
卒
業
す
る
選
手

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
下
記
以
外
に
、
下
部
組
織
の
開
志

学
園
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

高
等
部
女
子
所
属
選
手
の
３
年
生
に
つ

い
て
は
、
全
員
卒
業
と
な
り
ま
す
。

　

№
１　

上
村　

綾
、
№
３　

佐
野　

早
紀
、
№
３　

草
苅　

文
子
、
№
６　

佐
々
木　

栞
、
№
11　

野
村　

奈
生
№

12　

福
本　

純
子
、
№
13　

鶴
見　

真

里
奈
、
№
14　

菊
池　

瑠
璃
、
№
15　

本
田　

鈴
乃
、
№
20　

長
谷
川　

舞
、

№
22　

角
田　

笑
香
、
№
23　

田
邉　

李
恵
菜
、
№
24　

高
橋　

澪
奈
、
№
40

　

中
本　

彩
香
、
№
49　

河
島　

佳
奈

　

多
く
の
選
手
が
退
団
・
卒
業
し
、
チ

ー
ム
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
２
０
１
５
シ
ー
ズ

ン
で
味
わ
っ
た
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
、
1

年
で
の
な
で
し
こ
２
部
リ
ー
グ
復
帰
を

目
指
し
て
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い

く
の
で
熱
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ｓ
聖
籠
（
男
子
）】

　

２
０
１
５
シ
ー
ズ
ン
新
潟
県
サ
ッ
カ

ー
リ
ー
グ
１
部
で
優
勝
を
果
た
し
た
Ｃ

Ｕ
Ｐ
Ｓ
聖
籠
は
、
２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン

よ
り
北
信
越
社
会
人
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
２
部
へ
の
昇
格
を
決
め
ま
し
た
。

２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
難
し
い
チ
ー
ム
と
の
対
戦
が
増
え
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
り
良

い
成
績
を
収
め
る
た
め
に
毎
日
の
練
習

に
励
ん
で
い
く
の
で
、
熱
い
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
～
カ
ッ
プ
ス
通
信

～
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
ペ
ー
ジ
に
て
Ｊ
Ｓ
Ｃ
・
Ｊ

Ｓ
Ｃ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
試
合
情
報

や
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

試
合
速
報
、
試
合
に
関
す
る
情
報
な
ど

を
随
時
更
新
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【お申し込み・お問合わせ先】
〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
ジャッピーTwitter：@jyappi

JAPANサッカーカレッジ
ホームゲーム運営

Facebook～カップス通信～

▲果敢にドリブルを仕掛ける上尾野辺
選手（写真中央）。

▲今シーズンで退任する能仲監督。３年間お疲れ様
でした。
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み ん な の ひ ろ ば

　このコーナーでは、町政ポ
ストに投稿のあった町政に対
するご意見、ご質問とそれに
対する回答を紹介します。
　投稿者は年代と性別だけ表
示します。
　町政ポストはがきやＥメー
ルでご投稿いただいたご意
見・ご質問を広報にて紹介し
ます。あらかじめご了承くだ
さい。

　なお、投稿者や第三者のプライバシーを害する恐
れがある場合など、投稿と回答の内容によっては掲
載しないこともあります。

町政ポストＱ＆Ａ

…
足
を
運
ぶ
の
も
労
力
！
子
ど
も

た
ち
が
大
人
の
足
が
な
い
と
遠
出

は
で
き
な
い
で
す
よ
ね
。
小
さ
い

子
ど
も
か
ら
大
人
、
い
ろ
ん
な
レ

ベ
ル
の
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
刺
激

し
合
っ
て
楽
し
め
る
施
設
が
あ
れ

ば
、
他
県
、
他
市
へ
行
く
必
要
も

な
く
、
む
し
ろ
他
市
・
他
県
か
ら

の
来
町
者
が
増
え
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
の
で
は
？
と
考
え
ま

し
た
。

　
我
々
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
思

う
存
分
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
本

当
に
う
れ
し
い
で
す
。
ど
う
か
私

た
ち
と
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
実
現

し
て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
屋
内
大

型
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
お
願
い
し

ま
す
。
我
々
の
居
場
所
と
地
域
活

性
化
の
た
め
に
も
早
急
に
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
、

 

原
文
一
部
省
略
）

町
か
ら
の
回
答

�

（
担
当
　
社
会
教
育
課
）

　

い
つ
も
、
ふ
れ
あ
い
広
場
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
の
ほ
か
、
テ
ニ
ス
の
壁
打

ち
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
設
置

し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
利

用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
最
初
に

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
利
用
規
定
に
よ

り
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
利
用
登
録

申
請
書
（
兼
誓
約
書
）
を
町
民
会

館
で
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
安
全

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ル

ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
利
用
す
る
都
度
、

町
民
会
館
の
窓
口
で
の
受
付
を
お

願
い
し
、
利
用
時
間
は
、
窓
口
が

開
始
す
る
午
前
８
時
30
分
か
ら
日

没
時
刻
ま
で
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
、「
セ

ッ
シ
ョ
ン
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
の

ふ
れ
あ
い
広
場
の
広
さ
か
ら
は
、

こ
れ
以
上
の
増
台
は
難
し
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
利
用

時
間
を
午
後
９
時
ま
で
と
し
て
ほ

し
い
」
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
夜

間
照
明
設
備
が
な
く
、
今
後
も
設

置
を
す
る
予
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、

安
全
上
の
問
題
か
ら
日
没
時
刻
を

終
了
時
間
と
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
的
な
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
現
在

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
今

後
利
用
す
る
方
々
が
管
理
運
営
で

き
る
組
織
づ
く
り
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
に
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
!!

　
町
民
会
館
の
施
設
を
日
頃
か
ら

使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
週
１
、２
回
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
に

通
っ
て
い
ま
す
が
、
外
を
走
る
の

も
気
持
ち
が
い
い
の
で
、
芝
生
広

場
で
夕
方
走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
夕
暮
れ
が
早
く
な
り
、

暗
く
な
る
と
灯
が
少
な
く
、
と
て

も
走
り
に
く
い
で
す
。
で
き
れ
ば

コ
ー
ス
に
か
ん
た
ん
な
ソ
ー
ラ
ー

ラ
イ
ト
を
設
置
し
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
。 

（
50
代　
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
社
会
教
育
課
）

　

い
つ
も
、
町
民
会
館
を
ご
利
用

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
、

「
ス
ポ
ア
イ
ラ
ン
ド
聖
籠
の
外
周

コ
ー
ス
に
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
を
設

置
し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
す

が
、
防
犯
上
の
理
由
か
ら
、
町
宅

地
開
発
指
導
要
綱
の
防
犯
灯
設
置

基
準
と
同
様
に
概
ね
40
メ
ー
ト
ル

に
１
灯
、
計
10
灯
の
防
犯
灯
を
設

町
営
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を

 

拡
大
し
て
く
だ
さ
い
!!

　
聖
籠
に
生
ま
れ
育
ち
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
行

っ
て
き
た
セ
イ
ロ
ウ
大
好
き
❤︎
の

若
者
た
ち
よ
り
提
案
で
す
。

　
聖
籠
町
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
拡

大
・
大
規
模
設
営
で
す
。

　
町
民
会
館
の
一
角
に
設
置
さ
れ

た
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
少
な
い
、
活
動
ス
ペ
ー
ス
が

狭
く
危
険
、
利
用
時
間
が
短
い

（
午
後
９
時
ぐ
ら
い
ま
で
を
希
望
）、

な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
す
。
居

場
所
が
な
く
ス
ト
リ
ー
ト
で
や
る

の
も
違
反
行
為
に
な
る
た
め
リ
ス

ク
が
大
き
い
し
・
・
・

　
聖
籠
町
は
バ
イ
パ
ス
、
高
速
道

路
、
大
型
ス
ー
パ
ー
、
地
場
物
産
、

工
業
地
帯
、
果
樹
園
な
ど
…
い
い

と
こ
ろ
満
載
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

や
商
工
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
海
水
浴
場
と
公
園

な
ど
も
豊
富
！
な
に
よ
り
豊
か
な

ま
ち
だ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
好
立
地
な
の
に
も

っ
た
い
な
い
！
今
ま
で
我
々
は
技

術
向
上
＋
交
流
＋
ス
ケ
ー
ト
を
楽

し
む
た
め
、
他
市
、
他
県
へ
何
百

回
も
足
を
運
び
ま
し
た
。
魚
沼
に

も
拡
大
計
画
が
あ
る
そ
う
で
す
が
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置
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ア
イ
ラ
ン
ド
聖
籠
の
外
周

コ
ー
ス
は
、
防
犯
上
の
必
要
性
と

経
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
も

基
準
以
上
の
設
置
は
予
定
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
夜
間
な
ど
に
走
る
と

き
は
、
総
合
体
育
館
内
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
お
気
付
き
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

図
書
返
却
用
ポ
ス
ト
を
夜
間

も
返
却
し
や
す
く
し
て
く
だ

さ
い
!!

　
図
書
館
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま

す
。
夜
間
に
専
用
ポ
ス
ト
に
返
却

す
る
と
き
、
真
っ
暗
で
手
元
、
ポ

ス
ト
の
位
置
が
分
か
り
に
く
い
で

す
。

　
対
策
を
し
て
も
ら
え
た
ら
助
か

り
ま
す
。 

（
20
代　
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
町
立
図
書
館
）

　

い
つ
も
町
立
図
書
館
を
ご
利
用

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

図
書
返
却
用
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

の
照
明
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来

午
後
９
時
ま
で
点
灯
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
ご
意
見
を
受
け
２
時
間

延
長
し
て
午
後
11
時
ま
で
点
灯
す

る
こ
と
に
改
め
ま
し
た
の
で
、
ご

了
解
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
図
書
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
育
英
資
金
を
大
学
か
ら
大

学
院
に
進
学
し
て
も
継
続
借

入
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
!!

　
町
の
育
英
資
金
を
お
借
り
し
て

大
学
に
在
学
中
の
子
ど
も
が
お
り

ま
す
。
そ
の
子
が
大
学
院
へ
進
み

た
い
と
希
望
し
て
い
る
の
で
す
が
、

経
済
的
に
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
大
学
卒
業
ま
で
の
４
年
間
し
か

育
英
資
金
を
お
借
り
で
き
な
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
何
と
か
も
う
２
年
大

学
院
で
学
べ
る
よ
う
延
長
し
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
一
昔
前
は
大
学
へ
の
進
学
は
ま

れ
で
し
た
が
、
現
在
は
当
た
り
前

に
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
院
へ
進
む
こ
と
も
珍
し
く

な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ご
配
慮
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ

う
か
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

 

（
50
代　
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
子
ど
も
教
育
課
）

　

ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
学
院
へ
進
学
す
る
た
め
に
、

育
英
資
金
貸
与
期
間
の
延
長
に
関

す
る
ご
要
望
に
つ
い
て
お
答
え
い

た
し
ま
す
。

　

町
育
英
資
金
貸
与
条
例
に
は
、

貸
与
条
件
と
し
て
、「
専
修
学
校

の
専
門
課
程
、
高
等
専
門
学
校
、

短
期
大
学
及
び
大
学
に
入
学
す
る

者
及
び
在
学
中
の
者
」
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
現
状
で
は
、
大
学
院

進
学
に
際
し
、
町
の
育
英
資
金
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
一
度
、
町
の
育
英
資
金

を
利
用
さ
れ
た
場
合
は
、
再
度
の

育
英
資
金
の
利
用
を
お
断
り
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
育
英
資
金
の
返
済
期
間
が
、

貸
与
終
了
１
年
間
の
返
済
猶
予
後
、

10
年
間
で
貸
与
額
を
全
額
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

貸
与
額
の
増
額
に
よ
り
完
済
が
で

き
な
く
な
る
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た

対
応
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
育
英
資
金
を
利
用
さ
れ

た
後
に
大
学
院
な
ど
で
学
ば
れ
る

場
合
、
在
学
期
間
中
の
返
還
猶
予

は
可
能
で
す
。
大
学
院
卒
業
か
ら

1
年
間
の
返
還
猶
予
の
後
に
返
還

を
開
始
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
実
態
を
踏
ま
え
、
進

学
を
希
望
さ
れ
る
お
子
様
の
意
思

を
尊
重
で
き
る
か
ど
う
か
町
の
育

英
資
金
貸
与
条
例
の
見
直
し
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

夜
の
防
災
無
線
の
雑
音
が
多

い
!!
職
員
の
声
の
ト
ー
ン
が

素
人
す
ぎ
!!

　
聖
籠
の
夜
の
火
の
元
の
放
送
、

雑
音
入
り
す
ぎ
。
も
っ
と
ス
ム
ー

ズ
に
雑
音
が
入
ら
な
い
よ
う
に
考

え
て
く
だ
さ
い
。

　
町
の
役
場
職
員
が
放
送
す
る
声

（
ト
ー
ン
）
が
あ
ま
り
に
も
素
人

す
ぎ
る
。
明
る
い
、
元
気
な
人
に
。

 

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
生
活
環
境
課
）

　
「
防
災
行
政
無
線
の
個
別
受
信

器
に
雑
音
が
入
る
」
と
の
ご
意
見

に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　

雑
音
が
入
る
場
合
は
次
の
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

１　

受
信
環
境
に
問
題
が
あ
る
場

合・
受
信
場
所
で
の
電
波
が
弱
い

・
同
じ
場
所
で
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

な
ど
電
波
を
発
す
る
機
器
を

使
用
し
て
い
る

・
高
気
密
住
宅
で
あ
る

２　

個
別
受
信
器
の
故
障
に
よ
る

場
合

　

こ
れ
ら
の
要
因
の
ど
れ
に
当
て

は
ま
る
か
に
つ
い
て
は
、
使
用
状

況
の
確
認
と
個
別
受
信
器
の
点
検

に
よ
り
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
個
別
受

信
器
を
持
参
し
、
生
活
環
境
課
ま

で
ご
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
。

　

ま
た
、「
職
員
の
声
の
ト
ー
ン
」

に
関
す
る
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、

ご
指
摘
い
た
だ
い
た
こ
と
に
注
意

し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
聞
き
や

す
い
放
送
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま

す
。

お問い合わせ
　役場総務課 
　広報広聴係
　（内線222）
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み ん な の ひ ろ ば

町の宝で〜す
12月の乳児健診から

入沢 禅
ぜん

 ちゃん

𠮷田 凰
おう

華
か

 ちゃん

石田 晶
あき

韻
ね

 ちゃん

石岡 叶
か の ん

夢 ちゃん

髙松 月
ら い と

煌 ちゃん

近藤 拓
たく

弥
み

 ちゃん

島村 優
ゆうせい

成 ちゃん

堀 朋
とも

夏
か

 ちゃん

肥田野 結
ゆ き

葵 ちゃん

渡邊 陽
はる

久
く

 ちゃん

宮下 龍
りゅう

也
や

 ちゃん

阿部 夏
なつ

輝
き

 ちゃん

水戸部 丞
じょう

 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

★カリウムで塩分排出を促そう！
　野菜類や果物などに多く含まれるカリウムは、体内の余分な塩
分（ナトリウム）を腎臓から体外に排出し、血圧を下げる作用が
あります。野菜類（きのこ・海藻類含む）は、1日の摂取目標量
350g を目安に、緑黄色野菜と淡色野菜を 1対 2の割合で食べ
ましょう。生野菜なら 1食に両手 1杯以上、温野菜なら 1食に
片手 1杯以上、果物は 1日に片手 1杯程度が目標です。

※　野菜料理の品数が
増えると、塩分摂取
量も増えがちです。
1品は普通の味付け、
残りの料理を薄味、
無塩にしてメリハリ
をつけると、塩分を
抑えながらも満足感
があっておいしい食
事になります。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　管理栄養士　☎ 27-6511

減塩特集

　平成 27 年 11 月 21 日、
北海道蘭越町で開催され
た「日本一美味しい」お
米を審査するコンクール
で傳

つた

井
い

健
けん

市
いち

さん（山諏訪
山）が銀賞を受賞されま
した。
　傳井さんは、主に息子
の利

とし

実
み

さんと安全、安心
な米生産に励み、全国から 280 もの米が出品され、各地のブランド米が
大勢をしめるなか見事受賞されました。
　傳井さんは「おいしいお米を子どもたちに沢山食べて欲しいと心を込
めてつくっている。今回の受賞にあたっては、指導いただいた越後米穀
㈱を始め支えてくださった方々に改めて感謝したい。今後も米離れが進
まないよう、おいしい米生産を通じて貢献していきたい」と語られまし
た。
　今後も安全、安心でおいしいお米生産にご尽力いただきたいと思いま
す。

傳井健市さん　第５回米－１（コメワン）
グランプリinらんこしで銀賞を受賞！

◀︎
受
賞
さ
れ
た
健
市
さ
ん
（
左
）
と

　
息
子
の
利
実
さ
ん
（
右
）

第４弾

野菜類は1日350g必要です

1 日 5 皿は食べましょう
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長谷川　よし子さん
新潟県統計協会総裁表彰を受章

み ん な の ひ ろ ば

シンデレラさん 12歳

ゆうなさん 9歳

つるまきひまりさん 8歳

さっちゃんさん 10歳 加藤千夏さん 2歳 ゆりむさん 6歳 T・Hさん 9歳

　
投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て

く
だ
さ
い
。（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
）
住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い

て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の

場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
『
○

○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。）

　

１
カ
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付

け
ま
す
。

　平成 27 年 12 月18 日（金）、開志学園ＪＡＰＡＮサッカー
カレッジ高等部女子チーム（以下、開志ＪＳＣ女子）が町長
を表敬訪問しました。
　開志ＪＳＣ女子は全日本高校女子サッカー選手権北信越
大会で初優勝し、北信越王者として全国選手権に駒を進め
たことを町長に報告しました。
　開志ＪＳＣ女子の大友千

ち

夏
な つ

選手は、「みんなで頑張りた
い」と、堀江美

み

月
つ き

選手は「前主将と『日本一になる』とい
う約束をしました。日本一になって応援してくれた人に応え
たい」と町長に力強く語り、町長は「町の代表として頑張っ
てもらいたい」とエールを両選手に送りました。
　選手権は 1 月 3 日（日）に開幕し、静岡代表の常葉学園
橘高校に０－１で惜しくも敗れ、全国大会を終えました。
　開志ＪＳＣ女子の選手のみなさん、お疲れ様でした。

　長年、各種統計事務に従事した功績が認められ、真野
の長谷川よし子さんが、新潟県統計協会から新潟県統計
協会総裁表彰を授与されました。新潟県統計協会総裁（泉
田裕彦新潟県知事）に代わり、渡邊町長から平成 27 年
12 月 4 日（金）に賞状と記念品が伝達されました。
　長谷川さんは、平成 17 年から 10 年にわたり、国勢調
査や工業統計調査など、合計 5 種類 15 回の統計調査に
従事されました。
　「頼まれたことをやってきただけで、大したことでは
ありません。」と謙遜

そん

しながら、「最近は個人情報など
の関係で調査の難しさを感じることが多くなりました。」
と話されました。
　長谷川さんにおかれましては、統計調査に限らず、ま
すますのご活躍とご健康を祈念申し上げます。

▲表彰状を読み上げる渡邊町長（左）と表彰を受ける長谷川さん（右）。

▼前列左から開志ＪＳＣ女子の堀江選手、渡邊町長、開志ＪＳＣ女
子の大友選手。後列左からＪＡＰＡＮサッカーカレッジの刀

と
根
ね

副
学長、小

こ
出
いで

学長、開志ＪＳＣ女子の鈴木監督。

開志学園JAPANサッカーカレッジ
高等部女子チームが全国選手権出場!



①

②

集落の無病息災を願い
「さいの神」が実施されました

遠くからありがとう
　こども園にサンタがやってきた
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　1 月 10 日（日）、各集落で小正月の恒例行事
の「さいの神」が行われました。
　山倉集落（写真左）では、山倉集落の青壮年
部により、毎年開催されています。集落住民の
1 年間の無病息災などを願い、祈とうをした後、
年男の住民により「さいの神」に火がともされ、
燃え上がりました。
　丸潟集落（写真右）では「どんど祭

まつり

」と呼ば
れ、２年に 1 回行われています。今年は開催年
となり、午前に集落総出で丸潟の神明社に供え
るしめ縄と、点火のためのたいまつをわらで結
い、午後のうす暗くなり始めたころに神明社の
火をたいまつに移し、さいの神に点火しました。
　集まった皆さんは、燃え上がるさいの神に無
病息災や五穀豊穣などを願いながら、燃え上が
るさいの神を見つめていました。

　平成 27 年 12 月 18 日（金）、たくさ
んのプレゼントとともにサンタさんが
蓮野・蓮潟・亀代の各こども園にやっ
てきました。
　「リン、リン、リン」と鈴の音とと
もにやってきたサンタさんに子どもた
ちは大喜び。サンタさんからプレゼン
トを受け取り、子どもたちは目を輝か
せました。
　プレゼントをもらった後は、子ども
たちがお歌のプレゼント。よい子のみ
んなに会えたことをとっても喜んで帰
ったサンタさんでした。
　次のクリスマス会にも来てくださ
い！サンタさん！

写真：①蓮潟こども園　②蓮野こども園
　　　③亀代こども園

③


